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Linneの生ひ立ち(二)

宮 湾・ 交 信・

RothmanがLundの大摩よ 11もUppsala大製が欝塑や植物壌を撃ぶの

には一腐遁嘗であると考へて、之や勧めたのは、賓は Rothmanが UPPs

alaを去ってから二十年も経過した時であって、大皐の近況に疎かった

銭めであった。轡患には O.RudbeckゃL.Robergの様な事変博撃の士が

底たけれを色、大・里見の経営は賓に困難であり講義も十分に聴くことの出

来ぬ駅態に在ったのである。又牧師の O.Celsiusは昔時植物患者として

有名て'あったので、LinneγUppsalaへ行くことも同氏に師事すること

が一つの希望であった、併しLinneh! Uppsalaへ到着した時には同氏は

留守であ り、努々此地へ来たこ tに就ては失望せざる 会得なかった諜で

ある、従て Linn己は向らの才以外には如何なる指導者も得ることなくし

て努むる外はな〈、 唯一の指導者は故人のT!?物のみで'あった。 只此問に

Rudbeckの鳥に就ての講義を聞いたが植物壌に闘する一つの講義すら聞

く令得令、彼令幾分な りと も満足せしめたことは、 Robergの私有国舎の

自由閲穏を許されたことであった。

蕊でLi.nneに就て語るのに見逃がすことの出来ない事柄がある、それ

は彼が友人と Lて PeterArtediや見出したこと である、 ArtediはLinne-よりも二才の長者であったが彼れの経歴はよく Linneのそれに類似して

居る 、郎ち彼れは幼にして自然科撃殊に魚類に趣味を有して居たがLin

@ 時が Wexioeへ行ったのと等しく、紳療を謬ぶベ〈齢儀な〈され て

Upp sala八来て居TこのてJ あった併し迭に父の意に反しτ暫製科に入壊し

た、そしてその快活な性格と感ブJe.に於て良〈知られて居了こ矯めに Lin

neが此地に到着してから後彼れに一面の識令求めんとしたのは嘗然であ

った、併し新〈 考へた時には彼は父の重態の報令得て蹄省 しての留守で

あったが父の死後再・ひ~ Uppsalaへ民って来た、そしてLinneは彼と曾す

るに至ったのである、 之iこ就て Linneの記す所に依ろと衣の様である。

「予は彼が青白くうなすごれて。渡ぐんで居るのや認めた、併し間もなく

，. 談は植物、敏物、動物、の上に及んすごが、彼の持ち合はす考案は説lて新

.b~丞其貯ふる厨の知識の深いのに務方、された、予 iま彼に互句友情念

需めたところが彼も亦之会乞ふた、吾等の交際は如何に貴重で叉如何に

幸縞なものであったであらう! 亦それが如何に堅〈結ぼれて居たこ t
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であらう! 若c雨入の何れかど来Jj'らしい観察を錦した時にはそれを直

ちに告け合ふ錦めに一日の徐裕令置くこ ・とさへなかった、吾klまカ、なり

遠く距てる住んで居たが併しそれは互の訪問令一・日として欠くのに役立

たなかった、吾々は体柊に於ても性格に於ても異って居Tこが永久の友情!iー

や保ち恐らく死すらも之や放つことは出来ぬものであった、彼は化事に

長じ予は烏や毘品、植物に長して居た、両者は同じ織にi摩Hまうとしたが

迭に各自の長令凌ぐことはa来ないてd 、Artediは雨棲類予は烏に就て研

究するこ とにした。」

叉雨入は大事の困惑館に於て有用の書籍の暮夜を脅見して大に之を利

用するに努めたが、殊に中í~物腰苦:に関する Linné の知識は館員 ìé驚嘆せ

しめた。

Linnるは Stocknolmの酵験校の解剖に閲する曾合に 1729年の一月 iこ出

席して得る所があリ、一度蹄T獣遡の後再び出掛けて其熱心と嬰j)とが

大に認められた。

斯くしてー少年令経過する聞に携帯した費用は終り会昏け、然かも故

葬sからは詮金ie望む令得する甚だしき悲境に陥り寅伎は積むのみで、時に

は人の飴り物令食ひ、服は友人の古着会貰ふて喜んで纏ふた、更に亦靴

~求むることが出来ない矯めに、嘗ては父が其職-:e執らしめゃうとした

靴屋iこならぎる巻得なかった、それは皮で繕ふのでなく て友人から 貰ひ

受けた厚い紙片巻靴内に入れ木皮を破自に宛て=辛ふじて植物採集に出

掛け得たこともあった、 mくて古来著名になった如何なる人よりも此貧

に劃して戦iまねばならなかった。

3 

Wl~難は人や碧にするといふ諺がある知< Linneの揚合に於ても彼の大 る

や潤すのに此困難が少なからぬ力となった、若し気力の弱い者であるな

ら(ぎ失望の錦めに粉砕されたてeあらうが、彼は忍耐と名容の矯めに新た

なる誠舞を感じ往々努力の度を進めた、卸ち彼は植物・~を唯一の玉座と

しそれに栄冠を戴かすこと金目標としたのであるが併し之は容易な業で

はなかったのである。

Linneの困窮が頂思liに謹した時に幸運と彼の勉強とは希望に劃する光

明に導くことになった、といふのは Celsiusが Stockholmから蹄来した

ことである、一日 Celsiusが植物闘に訪れた際にLinneがそこに居たの

で、植物に就て問答令した所が壊生としての Linneの正情な答に注意や

り|き、更に種k なる曾話に依って毎々彼の騒博な知識に鳴かされた。

Linneは迭に Celsiusの家に寄寓することになり締て3純践の支出を
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受けた、 Celsiusは非常な墜者で東欧諸国の語に通じて居り、官時基督教

に関係ある植物に附する著書を準備しつ ‘あって、 それは1745年 と1752

年と にこをとして出された Hierobotaniconで著者の名聾ぞ博した もの

であるが、 Linneは其著作に向つては Celsiusの最も豊富な闘番必利用

してあらゆる文献の渉磁を錦し少なからざる11))勢ぞ Lた、之が鴛め其後

Linneは親も及ばぬ崇諮を受けたので、後日 Celsiusに就て諮る時には

必宇感謝の宮、金表すること令忘れなかったο

前に述べた Tournefortの弟子で俳人に Vaillant t.いふ植物思者があ

った、夫死して其才を11111まし得なかったのは遺憾であるが、彼には Scr

1110 de Structura Floru111 (花の構造に就て〕とb叫、著書があった、之が偶

然の機曾に Linneの手に入った、従来 Linnるは Tournefortの式に従っ

て植物を分類するのに躍に花冠に依って居たのであるが、此舎に於て始

めて新らしい考案令得たのである、包11ちVaillantは植物の性に就て前人

のまだ撃て嬬さなかった観察や記して居るので之が Linneに向って極め

て新らlパ、光明令奥へた、それ以来彼は性卸ち雄涯と雌fiとの童文に依っ

て分競争行ふならば、以前に婚して良き系統令立て得るものであろうと

の考ぞ起した、之が Linneの後11tlこ名争鴛し且つ科患の錦めに著4 しい貢

献令鵡す導火緯 となったのである。

1730101三の夏に監督の臓に在る Wallinの前で樹木の交合に就て討論が

行はれたが、Linneも其席に列った、そ こで新かる問題に就ては Uppsa

laに於ては Linneより以 tに質際の観察に基く 知識令有するものはな く

従って彼は小論女守趨って之や示した、蕊に於て蛍時の植物感激授であ

った Rudbeck は非常'にその観察の着眼~Iiに感心し、 迭にLinnるは之 よ

り更に大事に縁故告深く持つことが出来るこ とになった。 印ら此時 Ru

dbeck は七十才の高齢に蓮して居り 、講義は遁々大誌となった、それ故

誰か後織者の必要を感じたが、 植物壊に於ては Linn岳を除いては遁蛍な

者ぞ見出し得ないで惑に彼を此位置に置くべく決心せ しめたのである p

同年にLinneはRudbeckの家に住み込み且つ植物闘に於て Rudbeckの

代 りに講義令開b、たが、 斯かる老教授の代議会する こと はニヂ三才の'f!f

年に向つては大なる名将であった 、 謀説振りからも ïffi 1J~質の新機軸から

も聴講者会臆せしめす3には置かす志、亦之が若き詩:師をしτ篠k 輩寄せし

めた、彼はJ鳥類の採集も行ひ鳥に閲する知識も盟かになって之に就ても

講義する様になったが、。j:し彼の主Tこる研究題目は植物取に在りとして

常に之会怠らなかった、而して惑に彼の分類法の基礎金作り上付て植物
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の綱や屈に閲する多くの論文を書き、其等は後日 Hollandで出版された

が之は彼の設や{草橋せしめるのに少なからざるカとなったのである。

1JF しながら俗世間的の事件はこ為にもをEらさ'るを得なかった、郎ち彼

と同居人である国書館員の要は何故か彼争好ます3密かに Rucleckの妻君 2 

に昏け口を錦し惑に彼lo嫌はしむるに至ったが故に Linneは此家会立ち

去ることを飴儀な〈せしめられた。それ故彼は1731年の十二月十八日に

Rudbeckの家を出でて最早三年半の歳月を見舞はなかった雨親の所へ蹄

った、南親殊に時:親は Linneの才能が錦々に{I¥Iびて来たこと令大に喜

び高々外科欝位になるものと考へて居たのが大患で植物思ぞ講やるの祭

壇令指ふに至ったことぞ頗る満足に思ふた。併しLinnるが雨親ぞ訪づれ

たのは軍に子が親に撃すする敬意と愛情や捧ける矯めのみではな〈、他に

一つの大きな相談の目的を持って居たのである。

蕊で話や少しく後に民す必要がある、 Celsiusは非常に製術に忠質で

且つ接界の矯めに輩力を惜まない人であって、以前に私的の接術協舎を

設立して居Tこが、 1719年には完全な闇休止なり更に1728年には園から認

められたものとなった、此時間に於ては研究心が甚't::勃興し、自然科製

殊に其立場からの Sweclen内の探索が此協舎の主なる目的とされて居

た、然るに Sweden園内で L!pland程に探検の行はれて居ない所はなか

った、最も1695年に Rudbeckの交は Charles十一世王から経控の支出ぞ

受けて此地方O .a肱行し、多数の標本を採集したが、それは1702年に於け

るUppsalaの大火に依って準行しっきあった此緩行に閲する著書?と共に

烏有に帰したのである、之が矯めに其損失を償はんことが頒りに稽導さ

れて居た、蕊に於て閣の了解の元に撃土舎院は1731年に Lapland探検者

や塗るベ会決定をした、そして CelsiusとRudbeckとは此重大の責ぞ寅

はすには Linneが最も遁任者であるとして其車の秋に彼金推感したので

ある。最も LinneはRudbeckの所に寄寓して居る聞に Rudbeckの究が

L盟主tnd:rの見聞令認し着色謹な~.・ lo見せて探検の必要と其結果に依っ

て得られるi!1(穫とは英大なものであろうとの考は Linneには十分に感ぜ

られて居たのである。

併しながら Lapland旋行は今日でこそ向車が通じて居るが、首時に在

つ尤は置に容易な業ではなく、恐らく欧洲諸閣の中で;震も悶難且つ不快

なものであったのである、新かる放行に向つての申出でがあっても殆ん

き誰も之令問題にする者のない位であった、然るにLinneは自己の好む

穆問.a更に進歩せしむべき熱心な希望に燃え、新かる機曾は寧ろ幸運な

可量

‘' 
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りと考へて居た、然かもJ1.i:膝行並立は極めて少額の支出に留ま;ゐのであっ

Tこ。

て 若し或る科撃にして其熱心家をして:包謹吾妻襲fj-しめるのに、熱誠で且

つ努{動と困難とに劃する忍耐必要するものがあるとすればそれは植物の

I:!I嬰であ芝、。(筆者日、首時は主として記載的方面丈で机上のみの研究

は行はれなかった)、紳製s法律a哲翠等の墜聞に於ては軍に菩:費内に於

て大耳義者となり得られるし、叉天文接者は観測所に於ける天体の観測の

みに依って不朽の名令{事へ得られる、けれきも自然科製者に向つては斯

くの知き努力に更に大きな寅拾が加lへられて居る、自然はその秘密と奇

現象とに劃して親しく研究者の熟察と精査止を要求して居る、それ故に

自然科墜なる女it1'I'には多くの熱心な信者がなく、3l...此科・恩棋に研究の矯

めに生命会犠牲に供したことはない。 ~い例としては米閣の植物探検者

Frank i¥1ayer は支那の揚子江に身を陥れ、ヨT、岸上博士が老齢の身~f).て

魚族探索の儒めに支那の奥地で珍魚~護見しつ沿ある聞に、不蹄の客と

なったのは位入の記憶に真新らし~ l庭である。

新かる攻第故Linne!立此行を賓現する前iこ雨親の意見制聞き且つ同誌

を求むる必要令感じて居た、釘~i合蹄省する以前に此事に就き南親正手紙

に依って意見の交換を?し既に決定して居たものと思はれる、それは彼の

記す所に依ると母親は又しても此冒険般行4許容はなかった、併しながら

父は衣の援に告:き法った由である、 「御前は只一つの生涯，を持つ丈であ

ろ、若し此腹行が御前iの帰来に向て有利であると思ふならば品'1'の援助を

求むるがよいであろう、制11ま野にも山にも遍在する、前l'令信ぜよ、私の

品，~への践は御前と何時も失に在るであろう」。

新〈してLinneはLapland肱行ぞ決心し1731年十二月十五日に接士含

|民総裁宛に長女の繋令建った。若きLinnるが如何に正般にしてi主意深い

老慮令廻らして居たか告示す矯めに其主要な駄の一部を記す必要がある

と思ふo

先づ第一に Sweden聞として Laplandの探険や行ふべき必要令動植

敏物等の生産物J5而から設き、叉土民の生活乃至は静事;h而ー更に準んで

は動植物と土民生活との闘係等の湖査の必要4伝説いて居る。ヨ欠き'には此

政行を決行するに就て探験者として具ふべき十タ僚の要件~~暴けて居る

が、誠に其注意の届いて居るのに感心させられる、~[lち衣の通り。

1、探険者は Sweden園人たること、之は土民のカに依って築き上け

られた知何なる物をも掠奪せしめないf認めである。
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2、若くて軽快な入、 1I疫しい山や祭ぢ叉時には深い賂に自由に降りる

ことの出来る様に。

3、健康の保持者、愉快な気分で係日苦痛なく其使命?eAUニす矯めに

必要である。

4、34に倦まない人、放行中には時には食物に猷乏することもあろう

し叉常に徒歩で炎熱t渇とに11捻ふ著r諸種の困難仁相遇するであろうから

柔弱な紳士では到底其任に堪えられない。

5、他に如何なる義務舎も有って居ないこと、之れ専心其業務に従事

して最善会蓋さ Lめる矯めである。

6、未婚者、時としては激流や捗るべき危険の様な揚合が少くないと

思はれるから遺族に劃する懸念のない者であることが必要である。

7、自然科墜及び器製に劉し基礎的教養ぞ有する者、探検の目的令謹

する矯めに観察を良〈徹底せしむる矯めである。

8、動植鎖物の締てに就て十分な了解や有する者。

9、天性の自然科書E者で決 して臨時の者でないこと、此l南省は探検の

目的守護する上に大きな差異伝来たすべきことは従来の例に依て十分誼

明せられるからであるの

10、緯心の有る者、間察した珍奇の物を窮生するこ とは女字に頼るよ

りも効果の多いことがあるからである。

斯くして彼は向「新かる4条件を満足せ しめ得る人は Swedenには殆き

皆無であろうが、併し之?e求むるのは困難ではあるが不可能ではあるま

い」といひ、先づ自分が最適任者である と信宇る、故に若し試験が必要

であるならば何時でも之にF正予る意志令表明した。而 して彼は此放行に

劃 して 600dalers郎ち約 150闘争肱践として請求した。

此書而を提出してかb数日後に前述の様に故榔に向ふて出寵したので

ある。留まるこ と童文ヶ月で四月一日に Uppsalaに蹄て見た所が、 未だ此

肱行に就ては何等決定する所がなかった、それ故其決定に割・して申請や

し、数回獲土曾院で曾合が行lまれ彼の恩人の Rudbeckゃ Celsiusも出席

して居たが、Linneに射して有利な決定金見ることが出来なかった、そ

こで四月十四日に再び申請をし迭に翌十五日に肱設や 400dalersとして

決定命見るに至った、釘論此額は肱践として僅少に過き'なかったが、そ

れは Celsiusの手金経て四月 u-六日 iこLinneに渡されて彼は文字通りの

睦装や整へた、そしてこ h に若い畢生は軽い財布に甘んじて此の長くし

て佑|肢の多い旗に喜び勇んで出立することになったa、之は Swedenに於

ι 
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て未t:試みられたこと のない最も重大な出来事でなければならなかった

愈々1732年五月十二日午前十一時といふに満二十五才に一日足りない

Linneは Uppsalaを後に北に向ふて出張した。 c五年四月六日)

面 白 い 血 液 の話

四本疋秋

此の事は私が、リンネ曾の席上lこ於きまして、話した事てずあります。

一寸面白いと忠ひましたから、二重になるとは考えましたが、少し撃を

s 力11えまして、此庭に書かせて頂いた理であります。

血液と言ひますと、御承知の如く、赤血球と白血球主から成っており

まして、一一高等動物に就いてのみ言ひます一一赤血球はヱネルギーー

の原動力となり、白血球は体に害~及泌す細菌i~fllì食する、倒jのあるも

のであります。 Jレイ V キとか、ヨコネとか言ひますのは‘白血球とパクー

テリヤとの、死骸の一時の貯蔵所に他なりません。叉血液は血清と血1挺

とから成って居る事は、早.御承知の事と忠ひますから、此庭には申し上

りません。

野議人は赤色を好みます。彼等は原始的生活~営んでおりまして、毎

日山野に行って、猷や殺して居るのであります。卸ち最も良き大きな猷

!.l>捕えた者が、強者となり富者となるのであります。その様にして獣ぞ

殺しては、血会見ておりますので、赤いものに劃して、一種の快感を感

歩るのでありませう 。赤い血!! それは彼等に劃しては、最美の飾りで

あり、勇気の表象であ ります。女の歎心!.l>求むる唯一の武器であります

。血液の赤いのは、 勇気の在り且つ良心の在ると言ふので、二人が一人

の態人や手ふとき等は、お互に血会出して、其の色に依りて良入会決め

たと言ふ事です。昔我が園に於きまして、血判j伏とか血*IJとか言ふ習慣

が行はれておりましたが、此れはên ち自~の良心を表した事会意味すーる
のであります。!:l...宗教上の儀式に於きまして、iJJミぃ物を用ひますのは、

幾分血液に闘係があるとも言え ませう 。ア4ヌ人は新らしく家令立てる

と、その佐に犬の血J.T塗るとの事です。此れも一種の悪腿妙1:ひ刀、呪ひ

であろうと忠ひます。

女明人になりて来ますと、赤い色は何ん?とか、毒々しい感じをあたえ

まして、一種嫌な感じを抱かせると言ふ事であります。併し中には坊、、



s 

ものを、好む入もありますが、此等の入'd'.言はは、幾分野謹人に近いか

又は敬育程度の低い人と 、見て良いでしょう 。女は良〈赤い物を好む様

でありますが、此れは女子が男子より、下等であり教育のない署長を意味

するのではないでしょうか。現代は女椛何んとかで、 11[-問の名士が!騒れ

ておりますが、男女平等、女椛何んとかを設え る事に反劉・する、人々の

ためには、大いなるコキオロ シの種となるでしょう 。叉子供の時分(立、

赤い物に目が附く 。而して欲しがる 。併し;大人になるにつれて、嫌な気

がする。此れ卸ち無教育より敬育に入った事;e誼する号liと言えませう。

夏目散石の坊ちゃんの中に、赤シャツとか言ふ先生が居りますが、一此

の人は何時も赤いシャツを若て居た桜に記憶しますが一一此の入は、一

程病的な人と言えるかも知れません。

昔から何れの闘に於きましでも、 JIII液は、精品11'1.同首すものと、考えら

れておりました。此れは失血lして死する際lこ、血波と共lこ精品11'が、失は

れるがために、死ん7ごと考えられたからであります。成る経典・中に、 「

内は食ふベしへ然れ共血は接なり、肉と共に此れる?とる司S.MれJt 、書

れておるそうです。 或る人は血液の中から~f.ííûlþ を取り出さんとして、小

循環系.z，護見しました。叉シエクスピアーの、 「グエニユの商人 lの中

なる、ポーシヤの言、 「内はよし輿ふるとも、血液の一滴舎も奥ふるミr.:

は相ならする」は、有名なるもので、血u鹿の貴い事令、幾分含んでおる共

考えて良いでしょう。又利巧なる人の血波を取りて飲めば、自分も偉く

なるとか、若い者の血ぞ飲むと若くなるとか、 言ふ様な事もあって、所

謂不老長生の柴の、殻見にも到ったのであります。

血渡に就いての、侍読や迷信がありますが、其の中面白い二三-i:'上け

て見ませう。

苦から親子の血液の間には、或る一種の聞係があると、忠、はれており

ました。それに就いての話であるが、某所に子供がありました。遊びさF

かりの事で、毎日近所の者とあそんでおりました。庭がEたる一人の者と

一寸した学令して、父去l~子と罵られましたので、その子供は泣く泣く家

に蹄って、何故に父のないか会強く iまに尋ねました。母:親も子供の熱心

さに動かされて、 「お前の父犠は、お前の小さい時分に、隣国との戦争

に行かれて、それっきり蹄って来られなb、。大方死なれたのて'あろう」

と涙乍らに話してきかせました。底力Z或る日の率、子供は親の骨に子供

の血をi主ぐと良く 浸みこむ、と言ふ様な事ぞ敬りました。そこで母親に

怯か\ ，れて古紙揚に行会、彼庭や此鹿~調つては人骨令採し、それに自

ヨー

C 
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分の血~泣いで、そのニジ t の程度や見ました。そして長年の聞か・っ

て、自分の3とすごと思はれる人骨令拾って蹄り、長く其の後-/1ぞ令トムラっ

たと言ふ事であ りますの先年7ごったと 思ひますが、 或る軽業f刊の娘に、

軽業師以外に今一入父が出でて来て、大分新聞や服した事がありますが、

其の時分に血液に依りて親子であるか否か巻、或る博士が研究して居る

と言ふ様な事があった事~記憶しております。此σ1様な事も、早何百年

かの前に於いて、知られておった苦手であるのです。

戎に而白い傍設を Iてけ・て見ませう。

諸君は正月に吹き ます縮詩草を御存じでしょう 。あの夜には一種の ロー

マンス がありまず。稲寄草の原名は「ア ドニス」と言ひます。有名なギ

リシヤ紳誌に依りますと、サリ プラス王の子アドニスは、非常なる美少

年で、林中に狩に行ってJJiるrl:11こ、女品111ヴィ ーナ スに見染められて、互

に慾し態iせられる身となりました。ヴィーナスは常k アドニスの、血気

にはやるのや諌め、猛献に近づかぬ厳に気令〈ばっておりましたが、或

る日の事、アドニスは殻!人の諌ぞ忘れて、狩人の遁ひ出した野猪に槍や

投けつけ、反って自分が猪の牙にか ‘って死にま したコ雲井はるj)、に良

人のこ ゑ4をきいたヴィ ーナ スは、念き'来て見ると早せん術もなく悲嘆の

涙を流すより他仕方はなかった。庭が計らす3もその涙が直Li胡の上にかゐ

りて、不思議にも 、血液は化して縞詩草となったとの事です。又彼の鈴

蘭は、谷間の航百合と言って愛せられる、芳香のある花であるが、此れ

もその昔レオナードと栴する剛il%iな武士が、或る日;林中探〈進み入りた

る時に、突然火龍に曾ひ、これと三葺夜たたかひて、とうとう敵令倒し

たが、自分も傷ついた。その傷から したたる血液から、この美麗な花が

生じたと言ふ事である 。

きて現今に於きまして、血波に就いての研究は大したものであって、

現代替製の流行の丘 )vヱンの作用色、血液に閥係しておるのであります

何故かと言ふと、内分酪}腺から分泌される去とえとは、血液の中に混ぜ

られてゐるからであります。又近時盛んになって来ましたのは、轍血の

研究であります。 失血じた揚合には、生理的食挫水~注射すると、一一

此の事は第二放に北尾先生が書いておられます。一一

其の入の生命会助ける事が出来るのであります。が併し乍ら食控水の代

用と致しまして、人血~用ゆる 正 街ほ更ら良いのであります。近頃米園

の外科病院に於いては、人から血液を取るために、数人の強健な人が雇

はれて居るそうです。面白h、事には其等の人k が、料金の事でストクイ
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キ告?起Lすこと言ふ話ーでありますe 輸血iに依りまして、大手術で多量の瓜1

i'失った時やJ頗死の患者ゃ、其の他色k の病気の人がたくさんJJ)}かつ

ておるのであります。tJ(:し此れを行ひますにも、 t:t意しなければなりま

せん。何故かと言ひますと、Ii.J(;る人の血清の中には、他の人の血清を張

回せしめる性質があるからでありますの それで輸血l~ーする揚合には、血

栓貰ふ人の血と、Jfn.'I:'受ける人のそれとや、遁蛍に庇置し反肱せしめて

後に、行lまねばなりません。初論近縁の者で、強健であれば最も良好で

あります。

叉近代最も護謹して来ましたのは、発位墜の蛍建であります。主とし

て応の血清が使用されますが、其のβ法は街l承知の~と忠ひますから、

此庭には申し上けません。此のI.i~ Q)Jf[l荷在住射しますと、人に依 りて笠

熱したり、護疹したりする事があります。此れはJfIl清病と 言って、此の

物は以前は、発疫物質に依ると考えられましたが、同の血清に依りてお

こって来る事が'I'IJって来ました。郎ちI!Jの血清ーと、人聞の血清とが作用

するのであります。

叉結格患者や体染病患者の血液会取りて、或る楽品中に入れると、或

る反感卸ち色が愛すeる。此れの色に依りて結格は何j闘であると迄、決め

る事ができるのであります。

血液は一種の蛋白質でありまして、人閉め血清蛍白質は、他の動物の

血清蛋白質と、その性質金異にしておりますc動物墜上は近縁なる物は

さ1 其の反膳が似ておるのであります。例令上けると、人の血液会兎に

i主射すると、或る一定時後に於いて、兎の血液の中に、入聞の血液を沈

降せしめる‘沈降素が生やる。併し此の沈降素は、猿の血情にも反感す

るが、その程度は人間のそれより拐し、のである。@Ilち縁の遠いもの程弱

くなりて行くのである。以前シペリヤの氷の中から、象に似た動物の氷

漬げになったのが護見された事があるが、これの沈降素、は象のそれと

反感する事を示しておる o @ll'l?象と近縁なる事が判ったのである。かく

動物製上貢献する鹿は多大なものがあります。

:ilr頃ますます盤謹して来ましたのは、犯舗に泌用される事であります

昔に於きましては、指紋はおろか血液の事さえ、 考えられておりません

でした。それで犯人は上ら歩、殺された人以草菜の蔭から、さぞや恨ん

でゐた事と恩はれます。併し今日に於きましては、ホ :.-<J少しの血、否

血寝さえあれば、十中八九は犯人は上け・られます。人の血は他の動物の

それ止異っておるのは釘論ですが、各個人 kklご依りても異ってゐると

.:.!~ 

C 
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の事です。大朝新聞の趣味の科撃の庭に、確かには費えておりませんが

四ッの型がある事が苦:いてありました。その型に依 りまLて明らかに分

""": 別がつくのであ ります。

以下の犠に考えて来ますと、私共の身体には、そんな物があるのかナ

アーと 、不思議に思は-t'fこはおられませんC 私共がこうして生きて居ら

れるのも、本をたすごせば血液があるからです。私共の身体i'クソレクツレ巡

って居る血液が、その働金停止したなれば、朗ち死するより他に遁はあ

りません。血液の停止、不動却も死。私共はかく 考=えて来ますと、血.a

愛せ90
'には居られない。それは却ち自分の身体金愛する所以と思ひます

ーおはり 1930.3. 6. 

趣味の採集日誌

中 島 茂

"i:J、lこ"の掛盤。 1928. 3月

天下の名物にも様k あるものだ、ーツ葉海岸ーに讃〈蟹町の“はまがに"

は其れの一つであろう 。蟹町が ドはまがに"~産んすごのか ? "はま

がに"が蟹町会産んだのか ? 何うでも良h、が鳥取市の1I子物、~Iこ"と

は同じ名物でも人間的意義を異にする事7ごけは記して置〈必要がある。

入江の水も漸くぬるむ頃に産聾を上けた 日はまがに"の小供は今日も

砂演の葦の森で韻律を揃へての聯合体操が始まった、こっそ りと窺へば

メンバーは恐らく蕗千とも見嘗がや1・かない、ま?と “甲ら"の色気色見へ

ない体に乳自の脚のみ相愛ら十不恰好であるη でもいぢらしく見張った

眼元には、ィキゾチックな 可憐さが溢れて居る、先づ合令は無くとも

梢等間隔に並んで 脚の割り加減も程良く、脚会曲抄ては仲す オイチ

ー、ニイ一、 才イチ一、 ニイ一、の体上下運動は見事なものf ft 

日k 此の課業が他日彼等の頑丈な脚を作ゐのすご、子L子の敬でなくとも

臼かじ'より奥へられるーの教がある、 日く 蟹の教訓。

廿日鼠の縛解。 1929. . 12月

動物界には共食t云ふ現象がある、釘論人聞にもあるそうだ、 私は

気ま.ぐれで“よとうむし"の手際の良い庭令見た、飢餓・に陥された太い

やつが細いやつの細首をためて追廻すあたりの光景は最早面白い鹿でな
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〈深刻すぎる、既に其鹿には細川、やつの食かけの践と縮上った皮膚のみ

が越された、 fお青菜lま恵まれない、毎日級数的にメンバーが減って行く、!

終に頑丈な一匹に整理されt.:~ -:fxに彼は何や治ふの't:らう !! 

..一一つの鼠箱に l陸しい新 lIJ1;~1 が出来上り、聞も会l~ <六

匹の小'供と、 Z塩事が型のJ様に取運ばれて一家八匹の償帯となって小供も

立訴に成長した、叉気まくれ人間の悪戯材料lこ供せられた、師走の或日

別の鼠箱より移された六匹の一家とl!医かな合同大家庭を作るべく齢儀な

くせられて寒'本紹食が縞〈飢餓に!宿る。中の一匹は早くも搾れた、 -

の食色生無!時恥Eωb、此の折柄柄. 生物一つでも tィヨとするにはしのびない、こっ

そり其の一匹が夜分に自をつ行って死鼠の肢に歯守立てる、後は何んな

考へを巡したか多分彼自分できへも知らなかったであらう、只々頭蓋骨

のー塊が誌の上に投出 3れて居る事宜に驚いた事であらう !!… 

・ ・ ・後は例の目も嘗てられない立廻りの幕となり、最後はアメリカ n9~輩

式のハピーエンド、と云ふ底は彼の“よ とうむじ'の終結とは趣令異に

する、疲れ切った 雄の廿ヨ鼠は雌の廿日鼠に “麗の寄摺の震には総て

j上得当時い事だ"と云って居る。

“ひめあかたではの表情 1929， 11月

フアープル の物凄い観察力は虫の日々の仕事、 書術、技術、生活の

錦のカー策、生存j抗手に於ける勝利と敗北、求愛と結婚、更に叉虫の家庭

的経憤及ひ~i社曾的経擁さへも、明k と 吾々の fJí j に蹴けて下れた或る昆虫

撃者が フアープル は昆虫の本能と智能とは全然異なったものである

と思って反射作用と反省作用の二種類の行3惑が何んなに混同されて居っ

たかに気付か-t'1こ徹頭徹尾、生命の微妙さと品111秘ぞ漣っていた 等と云

ふけれき後が先人何人よりも人聞や虫に接近せしめた偉大な功績には微

動751こもない 0 ・・・…-…一 霜月の末になっても飛姐れる南閣の虫蓮には

幸が多い。下北11J頂に晩秋の日を措びて秋草の花に戯れる此の“ひめあ

かたてはけには冬越しの準備もなく、恐らく冬も忘れられて居るのであ

らう、 本中の大きな輪瑳運動が虫l~*f(~作に躍されて突然除草の傍に下り

た、 l仰が地上に着くより早〈趨は直上に合せて糊角も梢前方に突出し硬

く支持するけれさ、頭部の動協は止まない、大舎な巷i眼が何んナごかぐるぐ

る廻轄して居る様?と、腹朋11ま多少上;ケに持司上けて訣動と共に上下する、

間もなく土地のほとりに陶酔されて緊張が衣第に崩れる様子が見出され

る、燭角はカなく双方に下り、趨はI上皮なく地上まで霊れて、麹肱が軽

じて萎凋~くひ止めて居る 惣色の黒と赤のき~'な封照に多少の毒，々し

c 

"> 
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さがないではないが何んとはなくプリ tチープ な商圏の少女の装や忠

はせるに充分であらう、今や彼女は陶酔の樹't::、何時迄鏑くのか? 此

の魂勿不在か !! と懸念してステヅキ令静かに近す'けて見れば、遡に

も樹角にも魂の齢波が惇って行く 、燭角 iま微illJJを始め趨は直立して眼~-

見張った。 以上 (1930. 4. 22. )‘ 

公孫樹の剥1秘

J~二本 回 弘

俳人蕪村の匂に「稚見の寺なつかしむ銀杏の賢Jl:.謂ふのがある、賓

際公孫樹は古来i耐:寺の境内に植えられ、大まかに大古の面影や宿して居

る庭、周閣の風光とよく調和して一段の風情令添え、散り落ちた一片の

扇形の黄葉にも亦無限の俳味がある。

我々が今更の知<[1呂へる迄もなく、自然物崇拝と部ふ事は何時も人女史

Jーの畏初に於ける重要な項目となってゐる、人11I1の智識と 云ふものが未

花充分に現在の如く 盤達しない時代にありては総ての物象一一日も月も

星も雲も火色7J<.も、樹も草色一一其れは非常にfa大なる:J)の所有者と見

えたのであらう、 3iエで之に謝して人の:J)の概めて微々たること tこ忠、ひ比

べ、此庭に自然物~崇拝すると調ふ習慣・が生れたのである、之の脅 '11!J:は

ーは宗教会生み、ーは科事研究の匹子と成った、唯fご其れが人智未開e
上代人ばかりで到底く、今の-/ltにも是令見る。 r三十三間生:棟の由来」が

戯曲に磁って居るかと見れは、聞の・に「殺生石」が謡曲に倖へられて居

るではないか、火焔の見舞~受け、無残にも衣起:に節した時、其の焦土

の中より早くも情々しい維の芽会吹〈公孫樹の偉大な雨影を見受ける事

があらう、或iま公孫樹に限らすコ、総樹の~めに其のîr!iより奇蹟的にも 1I)J

かったと謂ふ言葉も耳にする事がある 、之~現時の科事の力で解決して

ιまへば何んでもない事かも.知れない、併し夫れでは事があまりに取調

に傾く、其の中に何か一種の面IfJj訪の:J)が舘って居るではないかと思ふ。

自然の思惑に浴して居る我々は申すに及ば守、者11土人は今更ら乍ら樹

木の思惑に感謝した、 彼の英閣の都市植樹の先見者ラウドン氏是非難し

Tこ、ベースウォーターのプロチェスターテレースの入 k {;t~ 、ざ知らす寺、

今や文明令誇り壊術の進歩を誇る現代人は自然物の前に拝脆した、古代
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人を笑ふ事は出来なくなった。

殊に新線は今や方に濃やかに大に詩趣を奥へんとして居る、公孫樹は

地球上たった一種東洋にのみ取り掛された前↑1tlff.の植物であるのを見て

ー居此の感が探し、、質際日昨今沈黙の内に木々と茂って行く公孫樹なるも

のは数十高年の久しき昔、今日の松柏類の普く生ぜる如く地球上到る虚

に繁茂して居た事は化石の物語る所で舵である、今の公孫樹も其の系統

金受領て居るのではあるが、而も柴枯時衰の例に漏ーが次第に運が議き、

彰が薄ぎ310 地球上に野生の彼会見出し得られ型!~い事は彼ならでi 吾人

としても歎しきさ欠第である。而し或る因縁か夫れ共人類の丹精の賜か、

日本及朝鮮、支那等にては型地や品111城放に諸・撃校当事の一部分に於て僅に

飴l端金保って居るに過ぎないのである、 1~íある者いかでカ無法な手を11\ 1

し:得られようや。

公孫樹の紳秘一一夫は随分探ilJあらう、形の上に現れた司王では梢の北

に際ゐて居る事である、之は老樹に於て特に我k のi主目-0~ l~ 、て居る、

科墜者は初春に新芽の出でた蛍時雨風烈しく吹く矯め自然に南方に11¥1び

る事-0ftて其の理由として居る、果して其ればかりであらうか、時々に

して我々は乳公孫樹なる言葉令聞く事がある、之も樹皮(老粧10:'樹皮)の
乳形守して居る所より名付けたもの?とろうと考へる、真撮はいさ'知らす3

昔より是の乳公孫樹に乳に困って居る婦人がJ駅舎かけると妙にも其れか

らは良〈乳が出る様に成る t云ふ物語が侍って居る、猫ほ之に閲しての

停設は後に述べる事として、初前に記せる葬!~村の俳句もかかる揚面ぞ詠

じたものに外ならない。現在にも寺院当事に良く之が存立や見受けられる

のも、賓は新うした信仰が宗教に結び着けられた矯めで、夫は宗教家に

謹明の人が多かった事、。l!像経文の渡来と共に之の木の分布を闘ったか

らであろう。

公孫樹には未't:ーの不思議がある、其れは是の樹の繁殖法と謂ふか、

総ての植物主は梢k趣味会異にし動物の如く精虫が生殖作用そ管むと云

~.、事買である、然も其れが日本の入、卒瀬作五郎氏の手によりて鷲見さ

れたのも快心の至りではないか、元来羊筒、蘇苔なり多くの藻類等には・

精虫のある事は夙に既知の司王で・あったが、麗kl!霊花、額花値物とを比較

した上で例へば公採樹の様な古型な裸子植物には精虫があるらしいと、

議言した感者があった、それは有名な猫逸のホフマイスターと云ふ植物

の碩接で時に1851年でかった、爾後四十五年を経て明治二十九年嘗時東

大植物製教室の助手であった卒瀬氏が初めて之が護見令成した事は諸氏

~ 
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の周知の事と思ふ、策てのォ、フ 7 イスタ ー氏の縁言は目出度〈貰現せら

れた由けである、蕊に向其れと殆んを閣時に現時農大教侵池野成一郎博

士が蘇鍛よ旬、米人ウエツバー氏がず fヤ〔蘇銭の一種)より精虫令見付

られた、其後続，々他の蘇餓の麗額に精虫が出来る事が琵見される様に成

った。兎角も他の樹木には見る事の出来ない不思議、夫れio持つ此の公

孫樹は其れすごけ他樹よりは賞;いも のではないか。

公孫樹は列、長議なlI!iiに於でもな ほ生育の巨大なる品liに於ても他の樹に

劣らないのである、是れは現今設国林塁塁界の花形本多静六博士の樹齢調

査報告「我圏内樹木〉であるが、員長漕阿里山に神木と写まれて居る花柏(

二千年と推定されて居る〉会頭に刻iへる時は杉、様、松の順を次ぎ第五

位を占む t云ふ、我閥では高さ二十五聞に蓮ずるものが一番の長大とさ

れ、年齢は一千年限度とされてゐるが而 L幾分の疑ひもないではない。

質に一本の樹木としてよ〈十IIt紀に亘る長者や保つ、是に比較すると今

更ながら人の身の小さく船の短き令想はヂには居れない、然も時のt'1tは

寸秒の停滞やも許さなb、歴史は其の聞に一つづっ腕令つけて移って佐〈

然も山河ことしなへにj主力姿を改め争、樹木は多くの忠魂を宿して冷

ややかに昭和の1社相会眺めて居る、韻i勾|場は賦した、銀樹帰天知故閥、

丹・権放地見居城、之は銀杏城〈熊本城〕内の大公孫樹に清正の孤忠る。忍ん

すごー筒である。

次に公孫樹に絡る傍設に就て述てみよう、何分新した前JIt紀の名残で

あり、巨大な樹身に多くの品IJ'泌必おさめて居る公孫樹Tごけに多くの口碑

俗説の有るは自然の理とも謂ひ得る、先づ特に趣味い物令二三拾って見

る事にする。

是(ま日本ーの老公孫樹と云ふ縮問鱗は遠賀郡水巻村八東IJffJlI'枇の境内に

齢生令主主って居る樹であって、地上五尺の鹿の幹廻りが三丈二尺齢、樹

の高さは十三間樹齢は千八青年と云ふ、其の昔日本武書写が熊襲抗伐に下

り給ふた時、此地に加を停めl限の抗争建て給ふた、すると夜な夜な哀れ

な砧の昔が聞えてくる、空軍は訴か しけ・に之に耳を捌けられた、すると傍

にl片にも美しき仰が砧令打って民る 、そこで傘は却に「御身は知何なる

入ぞ」と間lませ給ふた、古!日(ま恐る恐る「妾は1iMif:iと申し骨ては大内にイ'1:

へ作 りl身の議にありて此地に流され、はかなき年月令塗る者にて候J

t 涙ながらに答へ奉った、 傘lま之.fr聞れで憐れに思召し虫I~~~召して宮tl:

とし、久しく此地に慌り給ふた、斯くて熊襲卒定の大任も糸し給ふたの

で再び、此I也を訪ね給ひ一本の公孫樹令子描とし、此の木の芽~吹く頃
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姉に都へ上り来れと官ひ月IJれを告け給ふた、すると間もなく公孫樹は美

しく :症を吹いた、一時千秋の古!日の宴び、明は勇んで都へ上らんとした時

はカなくも傘は既に東夷征討の御締りの途中熊俣の蕗と ijljえ給ふた後で

あった、風の便りに之を聞いた古!~ I立身も|せもあら宇欺き悲しみ 、 f院の宮

居の砂'ìiに枇 io建て命令肥った、是が八伝1] lÍillJ枇で後の人~iM(r~io も之に合問

したので'j]ql官は今も却の後商すごと云ふ事である、首時の手j直の公孫樹カ雪

印ち今日の老公孫樹?ごと云ふ、其のff"t凝は知らぬが*した美しい口問は

其偉楽るには忍びない、砥に夫れが日木ーの公孫樹の上に結び付けられ

て居るに於てややである。

衣に水噴き公孫樹に就て其の不思議を探って見るに是は京都西本願寺

の境内の真影堂の両ilにある大公孫樹の謂ひであるが前者程の老樹でない

而し四百年は経過して居概う、安i吹元年四月の烏丸遁(ま兵喫の矯め多数

の焼失戸厳令出し西本願寺も既に危くなった時、此の公孫樹から JI(Je噴

いた錦め辛じて類焼-:e売れたのだと諦ふ、夫れ'C.斯様にn'y.れる様に成っ

たの7ごそうである、公孫fj¥':l{;f耐火性比較的，]出く又復活力がi庄峰である矯

め新した奇蹟的事賢-:e1おけた事は少なくなb、、 1Dr誌な例は猫外に多々あ

ろう。

前に一寸述て居いた乳公孫樹に閲して其の惇設を記せん、躍に乳公孫

樹と云ふ言葉は至る所で聞かされる、それだけ叉信仰!脱されてゐるので

ある、之は宮城螺原町の永野氏邸内にあるあ-名な乳公孫樹である、是は

乳(樹皮〕が三回尺も長〈霊れ其の鍛問、五十僚となり煩る奇観ぞ呈し て

居るさうである、樹高は十四間幹廻は二丈二尺、樹齢千百十齢年ぞ経過

したもの7ごと云ふ、相醤な老木である、{事へ云ふに聖武天皇の御字、光

明皇后が奥州!へ下り給ふた時、紅白、白紅と呼ぶ二人の侍女令従へ給ふ

たが二女は皇后に御11民を乞うて此庭に留まり、難問lして国分尼寺に入り

仰の遁lこb、会しん750自紅尼其後病んで死j閲-:e知り臨終に、紅白尼を枕

主主に招き「妾はもと藤原魚名の妹で聖武手伝の乳悶:として氏へ奉した者で

今齢八十路を越え黄線路に向ふ事止なったw妾のtltio去った後は坂の上

iこ一本の公孫樹令植え給ふべしi樹iま多くの手しをつけて乳なき1仕の女に授

けよう」と云ひ乍ら肢を去った、新した熔設も又少なくない前に若干とけた

日本武主主御手植と云ふ八剣filil耐:の大公孫樹にも、醍~l天皇の御弟情氏の

虫己、乳少く甚1:悩み給ひ此品rllの揺を閉会傍られ延喜十周年妻奔し此樹の

皮を受~~給ふた所其の夜から多く出たと云ふ、今も走考古;の枇寺は婦人の

妻詣ずる彰-:e絶ないと云って居る。
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1宮町白い由緒を持つ公孫樹がある 、普繭寺銀杏或は親常事入御杖の銀

杏、夫れである是は東京市内の善縞寺境内にあり て、市内に於ける最高

の老樫とされてゐる樹齢七百二十年金獣ふ、 1Pt時真宗関山、親務事:人が

或ろ事情に因 目)関東に遁居したがJtク〉蹄還の塗衣、弘法大師の開れたる

尻言宗遁揚たる江田の阿在布。〉ー寺に寄Tこ所、活時名イ曾の評判高い亮海

上人は親鷲の錦め説き伏されて建に帯二I~Ar宗に改宗するのよぎなきに至

ったが、親鷲は記念の矯め携へて来た銀杏の杖会庭前へ差 L込んで去っ

たが其れが生育繁茂して今日の様に成ったのである正云ぷ、、何んと奇蹟

的ではないか、其底で後樹下に題して!iJ!詩聖人御杖の銀杏と云ふ石標i'

立てたのすごと体へて居る、 m感知:部十四宮阿波) 此外化公孫樹亦は市[1

代の銀子持、行茶苔I~御手植のイテフとか随分様山あって枚躯:に蓮まない

位であろ、新した幾多の趣味あろ{専設や興味の健かな事質あるばかりで

なく公孫樹は他に叉多くのキllii布告人類に奥へて居る、軍に其の子貨の食

j刊に薬用になる事は公孫樹の原産地fこる支那の人k に聞く迄もない事で

ある又街路樹として重んぜられみは勿論、北閣に於ては裁の落るの必見

て降零の来る会知る事が出来ると云ふ、黄金に散 i)敷く葉令見ると人 k

はそろそろ各館りの支度令初めるのである、長野鮪の高井郡瑞穂村・の紳

代の公孫樹に於ては之がためー名雲試の公孫樹と云はれる、新潟県高中蒲

j京都慈光寺の大公孫樹叉岩手.~顎和賀郡十二鏑村勝山 と云ふ鹿にある俗腕

「てふの樹Jも又炭z家に輿へてゐる便利lよ少なくないのである。

公孫樹金保護する事は天然物保存郎ら自然物崇拝の意味に於ても風情

ぞ添える貼に於ても亦街路樹としてもl填る必要なる事であろ。径 k 滅び

行〈公孫樹の立場を理解し保護愛護の念を'より -J拝敬鹿せしむべきであ

る。公孫樹に闘して述べたい事柄は数k あるも徒らに読者の倦怠令促す

に過ぎまいから、此主主で欄筆する事にしよう。 (1930.4.12. ) 

米良山縦断記

段科三年 田原重 義

宮崎市や去る北の方約10里見場君(¥0)西南部の大学会占むる豊富なる森

林にて覆はれたる一帯の山地が郎それである。時は晩秋の浦山は黄葉、

紅葉i'.&J.て美しく色採られ、ヨら当かな歌腸1<1限無く其当事に反射し自然
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界 iま今や一大美観を呈する、 11月の末つ方、二日続舎の休Bio;f:IjJljして

此lね令踏破する事をK中身往生 と決した。宿舎出たのは宇宙高物は)1与に深

い眠りに陥り小川のせ当らぎも其鳴りや11:むと云ふ丑のゑIjを過る事一時

間卸午前三時二人は~'IIì品遁具と拶r首令携へτ夜逃けでもするかの如〈ー

敢に西へ西へと念、まf足に歩いたr 惑さは身1:痛くしむ中ぞl践ろな残月会

頼りに本花街道-i'只一筋に念ぐ内東諸~掠郡の三名村へ着いた時正に]，i_時

村の家々は戸も聞く閉して静かに平和な~-i'貧りつ・あろ 1'1-' に只一軒情

蹴なT豆腐尾が火iol沼k とj:X1i、て大!.z.a円ってゐた 、繰りの寒さに二人は

思{ま1'-這入って火に訴らして貰ふ事lこした、彼は快く迎へて御茶まで親

切にく んでくれた、彼が言ふには恩へな、あんたたちゃ、米良の鈎i楕1f:j

さんめ i)ぢやろ、と言ふ、すると自分l立、ぇ、遁もわからんとぢゃけん

ぎ司ん h ・…と諮り始めて序でに持合せの明飯を食う事にした約一時IHl{こし

て J平〈織.lJ:'illべ、其庇で聞いた遁りf!~び遁 イ佐倉、いすこ、齢り寒いので亦駅

足を始め、八代北{毘諮りへ来た頃容易く四迭はほの陪のと明る くなり見

れば-00銀IJ:!界惑いのも無理の無い答、間もなく数名の若者連中が鼻先

赤くなし白い息、令l吹き乍ら白特車でやって来た、それは昨日自分が同行

を臣賞った附氾の青年建だった、彼等は三財村まで行って待ってゐると云

ふ、そこでテクシーの二人は出来るすごけ急いで約束通り三財村から一緒

に議り初めた、路lま中10<台、峻で青年蓮はまだ疲れてもゐないのでぐんぐ

んと進むのでそれに遅れね様に行〈取は苦しかったの自分は此の時皮内

にも現f町iH:脅の思i閣が斯様な朕態ではあるまいか、共に手令取り助けて

行ってnびたかった、そう思う内にも彼等は吾先にとI凪気にまかせて歩

いた.流tF{ま!此を製ひせっせと激しい忠告ついて登る内il吹の7)(Jと云っ

て山腹でi.lJσ可制1慌がある、此院で一息lJ'8!/e降して中食会始めた。握飯る?

手に遁かに眼下を見降せばlto器l龍たる中に児湯の大平野が展開し其中央令

ー ツ瀬川(ま恰も長蛇の如〈腕k と i荒れもゆるやかに其卒野を課し~は怒

時逆をく日向灘へとi主b、て'ゐTこ。rG然たる光景にmし夢中t:ったの事i-び

張行軍(t開始 された、今一つ国見山と云ふ最後の大難闘がtl良部lに聾へて

ゐ7こ、それぞ越す時の難儀は決して今棋のものではなかった、併しそれ

令葺りつめた時の愉快さ亦今までの苦に t勝る程すごった。後lま降 りばか

り、す3ん1"ん|経る内嬉しゃ彼等の目的地であった児原稲荷様が温か眼下

!こ淡い晩秋の陽を浴びてほんのりと西iif-i9)斜聞に建ってゐるのが秒10)問
から見えたではないか、来t:-随分遠い7ごら;うtl家想Lてゐたのでー屑嬉

しかった、ー先づ安堵して附近で採集に取掛った、青年蓮はセンプりと
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か庭木にする五葉松等探し始めた。勝て枇へ着いて先づ妻奔しt今夜の

宿である枇務所へ上り暫〈前方・の景色ぞ眺め←同は飴りの疲勢lこぐうぐ

うのんきにも午寝会初めた。衣に 一寸宿泊法会記 したい、それはこんな

山奥なので釘論近くには人家はなし九それで妻薄肴は皆社務所に泊る事

になってゐてそれすごけ大きな家が出来て猫に 100人位は収容出来、料金

は白米一升五合出せばよい事になってゐる、それむ自分も持って出した

それで首f慢の食事翌日 の朝飯、午の握飯まで二個令支給して御馳走 も可

成りあった、首家には下男一人下女二人で妻奔人の多い時はそれでも足

らぬ相です、 捕手1.;を銭で取ってとれるか否かは分りません。風日へも這

入り夕飯 も携し奥山の一日もしみじみ暮て諮りは静かに管閣に侶まれて

行った一緒に来た青年謹は奥の座で盛んにあはれた、定、共二人は其家の

居間に行って話t.e聞かして百五、事にした、男の人達はー摂政位の大きな

ヰロリ令取怪いて火に嘗ってゐられた、薪は大きな丸太でその上に吊し

てある楽艇は大舎な知何にも古風な庭がめって古い苦のJ僚が しのばれた

御札や緒葉書:等買って色k の奥iJj住ひの模様を聞くと深夜には或怪獣が

居て異様なI!島聾を穫し其下でも遁ると樹上より悪戯やすると下男の話7ご

った。ますご其の正措t.e見届けた入はな いが「カルコ パ」と名付けてゐる相

である。其家には宮崎中恩校卒業の人が二入居たが毎日旗が唯一の日暮

し7ごと言ってゐた。むさ a び(普通モ?と言つtゐる)の皮が五枚張付け

てあった。 叉米良kU では村民が大きな樹や切り {~Jす時には木降しの祈願

と云って樹は智紳様のに.から之t.e切る時は品1I1の許しを得て切らねばな ら

ね止云ふので一寸 と祈願争終ってから切り倒す相であろ。此謹{ま栗も非

常に多くて敢て拾ふ人も無いので毎年何拾石の栗が搭ちた憾だとの話Tこ

った、時間も大分，経過したので休む事にした、寝静まれば逸りは質に静

かに只樋より落毛水の昔のみがl却令破ってさらさらと絶へする吾等の耳に

建し時々異慌の鳥のI!層建令聞く事があった、かく深々と夜は更けて行き

明けて二五日青年謹の騒ぎ聾に一夜の罫 4破られ僕等二人は杉安の方へ

出るべ:く早速準備t.eg察へ握飯二個宛戴いて一間に別れ令告けて冷気の中

を再び山路や辿った、今度は全然知らお路で咋傑散った通り地闘令積り

に細道会登り降り して1歩いた、少し行くと下の庁へ人家が、思i々 と樹の

聞から屋根が出捜し、 謹ぷ、人毎に私共に挨拶した、多分洋服t.e着τ居た

ので先生位に思ったのだらう彼等は純朴だった。路は衣第iご念、山金主義

り谷へ降ーりをこまで行っても果し無い慌な輩街悟き欝蒼Tこる大諜林観念

で流石は米良の山ナどと稿賛せざるを得なかった。是{な蓄遁です。つ土下0)
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方には谷川を隔て‘可成大きな迫力守出来て今では自動車も ~ffiってゐるが

それは主に木炭や板運撤用トヨツクだった。路は益々険となり下方-の冨:

の様な飛沫を とばし奇岩怪石の聞を沼々と流れる中にも抑i々 と維業の締

滴る中に紅葉が混って而もよく調和されて快感を興へ置に自然の妙であ

ろ一美翻を呈Lてゐすこ。丁度嘗l時は紅葉の盛 1)で路も狭にnxる落葉のJ:

~e t11 くと思はや猿丸太夫の「ー奥山に紅葉情分け 1\鳥〈鹿の・・・……ぃ・ J ~忠

ひ浮べ、るのであった。又或る時はけたゐましい烏の羽ばたずに)]限会冷さ

れる司王もあった。自分はあのジャズ、と自動車tピルデインク'或ひは陸壊

の中に埋められてあくせくしてゐる都人士にこんな光景令一同でも見せ

たら;寿命も三年位は1111ぶのにと思った。樹の根元の摂々した朽木には小

石 位の椎茸が津山 tl'.来てゐた、米ナご採取する棋にはなってゐなかっ

た。ふと見J:tt.ると柿の木があった、づくしでも t思って K中験生は早

謹張ってゆすり落した、先づ自分は下で試食してみると之はしめた、お

い甘柿t:と言ふと彼は有頂天にゆさぶり初めた、併し↑背 Lし、事に大部分

l;t崖の下の方へ落ちて行った、遁に落ちるのは少なかった、そこでおい

京今少し物理主~>>1f;用してゆすり給へ、動あれば反動あり、それで外のみ

へうんとゆすると反動に遁のカ・へ前より落ち相t!.、成程自然の法則は買.

1: t言う 。斯様にして行〈内尾伯へ宥いた、此鹿lま人家合計三軒附涯の

ft1-i科面には三極や楕の苗が多く仕立てあった ο E存続i の人家~.'~、は-t.のぞ

くと天井裏へヨミ司黍が一杯吊してあった、之は骨て聞いた事のある jn~;食

のそれと直覧した、開いてみると成程然りと答へた。

此迭は高地なので水間等元より現在<1喧梢も作ら宇只玉樹黍と 1t-;i'，与がIIjfi

ーの常食で玉z勾黍!;t之毎日で昨いて蒸して食うてゐるとの司王?ごった、ニ(-

供に米の飯やらうかと言うと食べたくはないと I-jった而も子供等は丸 k

肥って屑たさ欠に猿閣と云ふ底へ来た、後から子供が一人 I~甘いて来たが坂

浩Zfj~ の早いのに驚いた 今 ;;.\t庇に分教場があって尋常高等で先生は男女

作一入居られる相750其庇で腹をこしらへて併の元部部へtl'.た、此庇は

小さい時から{事説ぞ閲されてゐる所である、それで自分には何となく悔

しかった、斯様な諜で茶屋の爺さんへ色々尋ねた。其大要はさ欠の如くで

ある。其鹿から二三町先の路端に小合な石が置いてあってそ〈り荷iiには小

さな花池が二本しよん段り •. 1T.んでゐたが其の古い昔令尋ぬれば善が飲肥

縛伊東氏の御姫様の墓がそれである。昔伊東氏が領地佐土原から用を・演

して御姉様と犬とや連れて念、いで此路ぞ蹄られる途中突知敵兵に付けら

れてゐる事に感付-}J、れるとすは一大事とばかり共に逃れ逃れはして来7こ

c 
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もの‘如何せん可~~~、女の身の上ではとても共に逃け果す事は不可能 E

思ひ、脱税l立見，1書.:z，決めて敵の手にむさ'むさ'殺さすより一層設がヌまにか

けτ殺した}JiJ;本懐ぢゃ、お前も武士の娘ぢや覚悟して呉れとばかり涙

イ~K!んで御姉様を殺害されたと云ふ質iこ哀れな悲劇の蹟である 。 すると

殿椋は一散に逃けのびられたが鎧者てゐては邪臓7ごと云うので是令脱ぎ

すて路端の松の枝に引掛けて置かれたと云ふ松が、議から 2粁位奥の方

へある今に生き永らへ大木となって路端に消然と{字んで其背を諮るかの

如く &tに梢舎なびかせつ泊 昔令たて為ゐた、是:令鎧樹、松と呼んで閣がし

て保害してあった 。 此松は今度其山が炭山正 L~ られたので之も終に切

倒さんとした鹿旦比人の中出 に依り!騒副総よりは其代償だけ支が1:ってかく由

緒ある松1:'からと式ふので感 しτ置く{j:l:にし容易く出口巻逃れて今は只

ー-本淋しく立ってゐた。それから少し行くと犬民しとて述れて ゐfニ犬も

邪魔になるとて其底から可愛:習にも這ひ良された相であるo

話11姉様の墓には会;の誌な話がある之も爺さんの謡史!bl、其の石令砕い

て自分の一番好な人にふ り 1i~ くとすぐ好いてくると云うので附近の若者

謹は械んに僻いては持って行く ので元の大きな墓石も今は全部取哉され

て影も形も無〈小さは自然石が二つ其代用としてj岩石の 1-に置かれてあ

った、がそれまで成料、硬い石が伴かれてゐた、王見今東fI市しい手:1祭文IVJ

の護法と人心の也雑化して*た今日街かく原始的顕11簡の持主力~Jifrるかと

忠へば彼等のijIJ塗 bZj品はれ且憤1抵に耐へなかった。白分等はよ日;誌がiにた

ゐすもみ蕗百年カ、前此庭で部{ぜられた惨劇を想像してうた・感慨深きもの

があった。其器に祈願すると足等の病はよ〈治るとの事?とった、盆やJE

月には附近の婦人法が集って掃除する相であるが、 -}J飲胞の他の御虫11

様}j・の墓は宜に漠大な構へであるが、史的制念に乏しい依肥の有士は此

墓のある事告意識し乍らも敢て祭らうともせぬとは自分乍ら訟憾な事と

思う oかく忠ひっ為 tJj・<1刊流石の難路米良の山も今や議きて再び展開さ

れて杉安へ出た、米良山へも別れを告uて二人はがiも誕の西部ナ原へと

w・~早め t. : 。 かくて午後101侍に蹄り着いてこ臼は完全にrfIj臼く過された

元より民議採集が目的であったが大分裂くなってゐたので皆土中に引込

ん7ごとみへて非常に少なfJ、った、それで者から夏が最もよいと思ひまし

たo 街此の行iこで最新のなるすごけ蹴大された頼 りになる地闘の携徽令痛

感しました、あの大蘇林にはイぜか珍らしい先物の秘められて若き研究家

諸兄の街list見を待って居るミドと忠ひます、駄文をもm-，.紹介の意味でく

すこくすごしく述べました、街I谷赦下されたい。 以上
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宮崎菌類雑記( 一 )

話量 滋 1定

宮崎附近にはεんな種類の菌類が寄在するか少しく調べて見たいと考

へ時々探集したものや醗奈したものや手記しておいたものがあるので此

の中の二三菌類に就し、て記して見たいと思ふ。制論将来も此の稿岳部け

て行く考へで其の記述も全く )1国序立ったもので1n~~ 、ことる?務め断ってお

く。 1、オニフスベ LasiosphaeraFenzlii Reich 

一名ヤプダ?、パポツ又は iiツプシとも云ひ阿めて大きな菌類であ

る。本商は昭和四年「月に 7~1崎脇田諸~括部加久藤小 ・望校より日野教授宛

に設附されたのであるが今此材料によって調査して見ると )l~は滞形で大

さは周回 O.87m 高さ 0.~3m あった。外皮と内皮からなってゐるが、外

皮は表聞の白色な屑t内側の淡褐色 (Saccardolive Ridgway氏の Color

Standardsa nd l'ωmenclature Pl. x.vl)の府からなってゐる。 !付皮は出fし、

紙質で黄褐色 (OldGold(Pl.'i.VJ) )である内部は黄褐色(OldGold(P1X 

¥'1) )で古綿の様な状態をなし黄褐色で幅 3i.クロンの菌紛が錯綜して

ゐる。胞子は黄褐色、球形で刺駅の突起をa有し僅6-9tクロン普通

7 i.クワンある。

本菌は目下植物療救室に標本として保存 してある c 本菌に閲する文献

の二三巻見るに安 Fn:~氏は明治44年其~~植物療各論|詮花部 (PP.524-52

5 )に本I却の岡や示し簡躍に記述されてゐる。巴/lち“子質体Ij直径30乃

至:40センチメート ノレに、達し、子締は鋳色に して基子は庇!伏令椴ぶH 止。

更に同氏は大正 3年植物墜雑誌第28缶、第 328fJL~ (PP.191-193)に菌

類雑記 (27) として記載せられた中本菌に就きて述べられてゐる。今そ

れぞ見るに仁子賞体は球形にして、頗る大きく、長僅15乃至22センチ

メート-}J，、短形12乃至20センチメートル、高さ 15乃至17センチメートル

あり。タ卜&.は 1枚lニして紙賀会帯び蔀くして破裂し易し、卒滑に して若

き時は白色を呈し、成熟すーれば淡褐色に艶-9-~o 子締は!情褐色t.e手段び数多

の枝を分ち錯綜して.;I火紫授となる、直径 3)j至 4 あり。基子は球形

にして、刺朕の突起t.eJミへ、次補色;a.果す‘、直径 6，(んあり仙台に産し、

叉東京及び愛知!探幡豆郡横須賀村に産す 0" とある 此め記載には外皮

は1校に して紙質令僻ぴ搭くして破裂し易し卒滑にして若き時は白色を

呈巴成熟すれば淡褐色に盤歩とある馳より見れば氏は恐ら く 外皮 b~脱落

ぞ:
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した後のものに就き観察せられ上記の記載令せられたも のと考へられる

牧野富太郎氏も其著日本植物園艦に於て其の形態に就き弐の如く 記載

ぜられてゐる。 “複菌腹中ii支巨大のものにして形西瓜の知しo外皮は白

色l句!xは黄色にして紙の如〈薄〈、内外雨皮間に褐色の居あり、初め内

部に多量の水分令含有するも、後水分浸111し惑に綿の如く、報〈且つ弾

力に富めるものとなり、打つ時は轄含褐色の胞子散る・

川村清一氏は其著日本菌類闘設に本菌の形態を記せられてゐる。氏に

よれば昭和二年九月十目、静岡鯨駿束郡小泉村佐野の竹林中に生じたも

のは重量壬30匁、長径 l尺 1寸 5分、短僅9寸館、高さ 7寸 2分、問園

3尺飴ありたり F云ふ。又同氏が上記の書中に闘示せられる本蘭は昭和

四年八月ご.十八臼、 ilW奈川勝足柄郡金田村善最征夫氏屋敷内に生じたも

ので重量860瓦(230匁〉僅 24c.m.のものであると云ふ。

;Jf他本菌に就いては詑載もあるが省略する。兎に角初め℃見る人にと

っては一怪物たるや失はぬ。筆者は未ナご本菌~試食する機合を得ないが

若くて肉が純白な聞は食月11こ供し得られると云はれてゐる 。

2、ッチグリ Astraeus hygrometricus (Pers.) Morg・(OAstraeu55 

telljtus (Morg.) Scup.OGeaster hygrometricus Per5・)

これは一名'/チカ'キとも云ふ。初め若い聞は地r.jJにあ勺て球形1J:"呈し

てゐる が成熟すると池上l二[gで、外皮は裂けて星Meなる。 J'泣柿0)広:

い泉:箆ーが落ちた もの ‘ 様である J 滋つてゐる時には裂J\' li}ij~ に lm~ 、て

ゐるが乾燥すると内側にをき縮まってゐる。

本i!tfiは各地に産するが下北山に叢る途中の遁の両側tこは多数之れを凡

るも のである。

3、 タ チベニタ 'ナ (Alostoma japonicum P-.I-Ienn. COMitI巴myces

japonicus Sacc. et D. Sacc.) 

本菌はエツキツチク'リとも云ふ。ツチク'リにJL(い小さな幽である。形

は球形の頭部と恨の如きものの集った塞却とからなってゐる。此の球

}~な顕部はー白色で項に小孔があって其の孔の迭はまE色舎なし て ゐる 。 口

車l:1-t=の名 も此の孔主主紅色な貼から1Ilたもので頗る可愛らしい茸をある'0'. 

筆者は昭和三年秋京都市高台寺哀山で採集し止が本牛三月九百双石山A

J直物採集の途中清武村の路傍で採集した。)11村清一氏は其著日本菌類園

設に明治四十一年十月二十六日梅村高太郎氏が三河園岩津村にて採集さ

れた標本令闘示せられてゐ るが向同氏は明治四十一年九月小川勝華民氏ゴ:

佐国交差さ若li室戸村西寺に採集せられたもの、昭和三年ト一月四日原寛氏
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武諸岡高雄山tこて採集せるもの等の標本金蔵ゼらる‘と云ふことである

4、ヒイロタヶ Polystict ussanguincll沿い)F1'. 

さi三間形やした卒たいiiであるが、この菌iま赤朱色を呈してゐるので一

見しτ判る G サクラ、ナラ、クリ、モ fヂ、シヒ等によく生昔、ゐ 。之れ

と類似する菌に Polystictuscinnabarills (Jacq.) Fr.シユ虫ケがある c，

此の雨者め陸別知はヒイロタナは色がシユタすよりも牒以であること、

内の厚いこと当事であるが川村清一氏は其若ー日本菌類副設には雨者(ま異名

同種となしシュロタケの異名として本菌令取扱っておられる 。筆者は雨

菌を比較肝究した事がないの1・1主に賛否決定し期1ぃ。従って蕊には従来

週りヒイロタナとして取扱っておくのヨド;菌もi守崎附:i1fにはよく見受ける

植物救室に保容されてゐる根本には1927年8月19日岡山後拠闘の掛に生

じたろもの、 1927年初月 8日大分セ〆ント合ilf1:石炭5IJH般鍛造，防本よ り採

集せるもの、 1928年9月8/:l宮'崎市11:T.-の楼より採集せるもの、 1929年4

月7日中島茂氏が極楽寺の松材上より採集せられたも の、1929年9月15

日、日野教授が夷守岳で採集せられたもの、 1929年9月23/:l、甲斐玖賀

氏が行膝山で採集せられたもの、 1D30年4月20日日野欽援が下北で松よ

1)採集せられたもの、 1主崎市丸山町で杭木に護生したのぞ森元政事、.邑

並考の爾氏が1930年 4月15日に掠集せられたもの等のt:謀本がある。兎に

角樹木腐朽菌として恐るべきもので樹病として注意すべきものである。

秋の紅葉ご

植物永久組織の冬期愛色

谷 口 3膏

植物の築は秋明落葉する，;，ilに多くは亦色令呈ーする 。此の現象に就ては

RhllS 届植物の多くの精類で特に良<iffF究され、.'ll..COrl111S sanguineaや

Amptlopsis heder且ceaでも同様な研究がある。 wiが赤色を呈するのは主

に其の表面であって、微自JIJ な横断i町令鏡検すると、特に ~!)IJ服組}哉の告IH)]臼

rt Iこ赤色の色素が合まれてゐるのが分る。此の色素1<1.告11リl白中に溶Mーして

ゐるもので表皮告111日目には何等の色系令も合4干してゐない。

葉が秋J凶黄盤するのは分解3走路粒b!黄色を呈するためで、例へば秋の

「カへデ」が其の一例である。鐙色の程度が進むに従って原形質や楽総

c 
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粒は次第にila散してしまう 。El!lち之さ手の物質は植物体の永久組織中に入

り込んでしまひ、謹に中IH胞中には光蹄ある微粒の形で黄色素が在在する

のみである。玖

古が;~、此の現象に就ては、細胞含有物 と同様に細胞膜も褐袋、するため であ

ると論ぜられてゐる。

冬期に於け る諸穏組織の鐙ftも亦享UJの深い ものである。秋又はさらに

初めて I~おむ し穴場合、 Thujaorientalis の1交の陽光に醤ってゐる部分が褐

色に盛じて ゐるの令見受ける z、之は葉絡素が部分的還元をなして、葉持

粒のrj-lに赤色の色素が出現したためである。若し、此の褐壁、した Thuja

の棺 ~ib1\.1援な室内に持って来れば、赤色の色索は消失 して其の枝は再び

純色lこ鑓ってくる此の場合1:Î.rn:射光線の必要';t.~!lf;~、 。 Detmer 氏は褐色

になった Thujaの枝を15
0

-20"C.の温度で暗室に置いた所が、民に 8日

後には再び.紘'色になったと いふ。

植物の永久組識が冬期j愛色するのは、細胞液に可溶なる赤色色素の形

成せられるためであって、事賞、業~~.主体は接客して居ド 又紛l胞中の地

位の盤、動をi返るこ とが最も甚7ごしいの である。若し、 I苦々が冬期、Mah

onia aguifoliumの葉の慌断面会拾するならば、棚蹴組織品IU胞中に特に長

麗む赤色の色素が含 まれてゐるの 4是認める ことが出来る o '~ . 

- 1930. 1， 26. 

(Selectedfro111 Detmer's Practical Plal1t Phisiology) 

内地小委の話

5雪 山 芳 雄

内地に於ける人口の自然増加は今更諸に事新らしく述べ、る痘もな《非

常な勢争以ってj曾加しつ ‘ある ことはIlt人周知の事質である 。其れに供

なう食料の不足研i罰金腕問題の解決に就ては心あるもの 為等し く注意す

べき馳である。而して食陸間越の中心にな るものは普通作物に属する米

婆に して詳言すれば水柏、陀崎、大若手、牒婆及び小婆で向地方的に考へ

れば其の他玉窃黍、科、大豆、甘諸、馬鈴薯等も含まれるであらう。今

手許に極辰近の主要作物の生産統計が見出されないが大正十年までの米

萎統計は次の桜である。
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年次

明治44年

.大正 1

全 2

全 3

全 4

全 5

全 6

全 7

全 8

全 9

全 10

年次

rVlii合44J¥'_

J-:iE 1 

全 2

全 3

全 4

全 5

会 6

全 7

全 s
fモ 9

全 10

年次

l珂i'tiH伴

大正 1

全 2

全 3

全
"全 5

全 6

全 7

全 8

全 9

会 10
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第四表 要

年次 作付反8'1 I投君主高 反古3卒均牧量
~r 

5，010，208 ロ 1，004 石明治44年 '!99，23R.8 
大正 1 496，331.8 5，179，500 '1，041 
全 2 483，.t58.6 5 ， 2~6，，)47 1，081 
会 3 478，i377，2 4，生88，2:3n 0，9118 
全 4 500，75G，9 5，231，096 1，0壬5
全 " 532.026.7 5，S87，3H 1，107 
ノ:1、-、 6 568，121.9 6，787，478 1，19 ~ 
ft 7 567，121.9 6.431，'171 1，134 
全 s 548，507.4 6，360，847 ]，159 

全 9 533.896.0 5，890，859 1，067 
全 10 515，647.5 5，582‘200 1，083 

以上の表に就て考へて見ると米は年k 生産増加!の傾向&示してゐるが

主主閣の人口増加と到底卒行して行くことは出来ない。大葬牒婆に至って

は年によって豊凶あれきも殆んきi見朕維持を保うてゐるのみである。大

婆隙婆は圏内の生産令以って其の需要の殆んさ・全部令充し旦大婆は僅か

ではあるが大正十年から[1日和三年にかけては移出超過の駅態にあり叉際

婆の貿易は殆んご~n~ <内I也生産-l'以って需要に首つるの駅態である。-

)J・米及び小選手に就て考へて見ると圏内生産にては到底:其の需要会充すに

足らす3殊に小萎の需要は内地人の生活の向上と共にその需要や増大し産

売は需要の牢ぞ充すにも足らす'!tF k 海外から多額の轍入令例J ~ 、で最近卒

均I除λ超過額は駿量 366高石その値絡質に5945諸国で米の5847高闘と大

差なく然も尚漸弐増加せんとじっ‘あるは淘tこ憂慮すべ守j伏況で之が根

本的解決ぞ計るは目下の急務であり農家経横上から観ても一日も緩かせ

にすべ》、らさ'ることである。今明治十一年臼後の小婆の需給表~示す と

第五表の様である 。

第五表 i引也に於ける小婆(小委粉~含む)需給表

年 次 t-E産額 入輸 移額 平出最2移額03 千 総超過移入額 z油総i 、 封l~ 一人帯凶 人 I.J 
千百 平 キ 千人

l明治11年 1，790E ー n(ー) 203 1.587石t宵0pt，0額44石 36，460 
合 12 1，926 26 (ー) 25 1，901 0，052' 36，644 
全 13 2，269 1 2，269 0，061 36，Q60 
~~ 14 2，043 1 ] (ー) 2，043 0，055 37，253 
全 15 2，425 17 (ー) 17 2，408 0，06晶 37，563
全 16 2，486 176 (ー) 176 2，310 0，061 37，955 
会 ]7 2，659 64 (ー) 64 2，595 0..068 38，306 
全 18 2，414 86 (ー 86 2，328 0，060 38，533 
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全 19 3，214 60 (ー〉 60 3，15生 O，O82 38‘694 

全 20 3，042 33' (ー〉 33 3，009 0，077 39，019 
全 21 3，104 27 56 (ー〉 29 3，075 0，078 39，4062 

全 “のの“ 3，228 38 69 (ー〉 30 3，197 0，080 39，891 
全 23 2，460 56 40 16 ' 2，476 0-，062 '10，23持
全 24 3，546 67 の"'の“ 44 3，591 0，08.1 40，495 
全 25 3，079 54 19 35 3，144 0，076 40，846 

ξ 

全 26 3，~95 55 J.9 36 3，330 0，081 吐1，128
全 27 3，973 1O:l 38 6'L 4，036 0，097 41，54;! 
全 28 3，a79 65 品目 10 3，989 0，095 41，976 
会 29 3，55D W3 42 120 3，679 0，078 ，12，38日
2: 30 3，811 212 日。 161 a，97:l 0，094 42，869 
全 31 4，182 195 2S 167 4，349 0，100 43，386 
全 32 4，1生1 188 10 178 4，319 o.on [) 4. 3，828 
全 33 生，256 606 16 5!l0 4，846 0，109 43，3'10 
会 34 '1，375 417 2 41ii 生，791 0，107 'i4，943 

今 35 3，954 生73 与 468 4，422 0，097 壬5，52'1
.-;>: 36 1，871i 1，834 15 1，820 3，695 0，080 '16，113 
会 37 3，859 1，:337 24 1.313. 5，17:1 0，111 46，5，)7 

ゴモ 38 3，602 1，565 34 1，5:10 5，133 0，109 47.013 

全 39 3‘90:3 1，116 51 ]，06'1 5，026 0，106 47，:~9(1 

全 10 少生53 1，142 53 1，08n 5，541 0，116 47，952 
づモ <H 4"112 574 28 i)4G 4，¥)58 0，102 48，555 
全 42 4，4.86 HO 62 377 4，864 O，OlJO 49，177 
会 43 長，602 741 00 641 :)，243 0，105 49，8~6 

全 仏 5'010 303 147 156 5，166 0，102 50，554 
大正 1年 5，180 1，102 162 940 6，119 0，119 51'273 

全 2 5，227 1，602 141 1，壬61 6，688 0，120 52，006 
/-z、- 3 4，488 398 233 165 4，653 0，088 52，718 
全 4 6，23] 148 263 (ー〉 115 5，116 0，069 53，461 
全 5 5，887 218 977 (ー〕 758 5，129 0，095 ii4，098 

ノ一1九- 6 6，787 328 1，2HO (ー〕 962 5)8~5 0，106 54，703 
ー2:¥ 7 6，4133 1，~42 113 1，128 7，560 0，173 54.，!J9ii 
全 8 6，361 2，752 Hl 2，612 8，!l72 O，16ll 55，434 
ノ」ヘ:、. 。 5，8つ1 1，185 15.5 1，030 6，')21 0 ，，} ~3 日6 ，06f1

全 10 5，582 5，170 205 4，965 10，548 0，186 56，768 

会 11 5，727 2，897 301 2，596 8，322 0，145 57，523 
全 12 5，Ul1 5，735 533 5.181 10，372 0，178 58，'367 

会 13 5，268 3，104 818 2.286 7，751 0，1:38 59，052 
ご全 ]4 6，121 5，611 1，492 '1， 119 10，240 0，171 59，973 

n{!，手111&千 5，895 3，671 1，275 2，396 8，291 0，136 60，849 
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:::;': 2 6，056 、4，355 1，572 2，783 8，840. 0，143 61，6!l!l 
備考 ー印l立四捨五入により一千石未満のもの(ー)fllは輪移出超過

-?:示す" (農林省鷲尾技師によるj

卸 ら大正六年には最高記録 G79高石に建し其の後哲く減少したけれで

も近時又増加lの趨勢に準みつ‘ あるのである。然れきも圏内に於ける小

型Fのj官民額は年々叉増加し明治十一年に159高石であったものが20年に

は 300高石30年に は丑00高石40年には 550高石大正元年には 610高石10

年1000高石、昭和二年には 880護;石で年k 増加の傾向にあるのである 。

前鷲尾技師の調査による小婆一人常滑費額五ナ年卒均比較表や示すと ー

第六表

年 手;

明治li'dr汁
全 l!H手 5ヶ年平均

ノ'- 20.h二}ー
杢 24斗l5 長 年]f-J:~1
/、 9i..f;r:) 

会五平t5ヶ判、均

ノト 3011三1
~~ 34{~ l日う年平均

全 35f下!戸 J~ ")I~ ..j 一
全 39似11手三[ υ 4ケ》 ι苧年F手.)千|ドij均今

2 ;2:怨制zお}5ケ年E可f'

大疋元年r.::LJ  

全 5年l5ヶ年平均

令 6年1
全 10年t5ヶ年平j:1

♂'- lH戸r~ 
自手口元正!5ウ年刊 J

一人'!ìtiげì ~'~~: Ji-iJ_I".指弾t

0，Os7 

0，076 

0，087 

0，102 
0，101 

0，10ii 

0，10!i 

O，Plil 

0，15コ

100.0 

11:3.-[ 

129，~ 

]えの 0・.J-，，-'

ViO.7 

156.7 

156.7 

213.'t 

~2ß.9 

的 ち明治の初年に比較して唱和1元年にはこい以」ー 0)消費増JJlI'をう~L J)II 

ふるに人口の増加ぞ以ってす る時は ~QJ 内総消費額 !itt:産額に比し置に波

大な開きや生歩、るのであろ。

誌に於て政府‘話局も主要作物生産1曾Jmに闘する試験のーっとして小婆

の生産府加を奨励し圏内 U)1必要に充て農家組「漕の緩和-af.十らんとしてゐ

るのであるの巴11ち農林省試験場にあり ては小選手の品種改良栽培-試験当事や

研究し別に地方委託試験地を設置して之が改良増殖に 7)，制主いでゐるの

である。

小婆能給の!将来に就て鷲尾技師の推定によれば、 30年後に於て1700高

石の供給不足となり此の倍放任すれば、吾闇食糧充宜J:重大なる結果令

来すべきや以って今日に於て之が針策や講じおj;、なければならないので

ある。

吾閣の小萎生産増加を計る方法として
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1、品種改良によ り優良多産の品種を育成すること

2、小委F栽培間積の蹴張

3、小婆債絡め向上巻計ること

4、研究機関の充賢

現fE各地の農事試験揚に於て優良多産なる こと や其の理想として改良

事業ゃなしつ為あるのである 。郎ち第ーには早熟なること第こには牧最

多きこと第三に短秤なること第四に品質優良はることにて其の他病虫害

に劃する抵抗性及耐肥性等の鋭利:に適する品麗を育成せん としてゐる の

であろ 。小Z撃に於て早望者なる品額令選ぶことは論及するま でもな く我聞

の気候上成熟切に於て梅雨0)害や受け T充分な成熟を設けることが 出来

歩、 エド格文句腐敗に終るもの多きため之創出ぐには成熟閣の早き品秤ーを

育成栽培すると云ふこと L依らなければならないのである。 J[Xf，\:の~1I'i lこ

就ては漸衣増加lの傾向にあって昭和三年度に於ては過去三ト五年fuiiに比

較して反訴四割のJf'fJ&や示してゐるのであろの其の具体的数字ぞ示す と

弐の犠である。

第七表

年 次

臼明治26年1
至全 30年}5ク年初今

白全 31年 1r-
五全 :15年jリウ年不均

白ι 36&.l三l

至杢 40年J5ヶ年平均

白全 41年l
豆大正元年f5ヶ年司司

自大正 Z年l~ 5ヶ:t1三2f'J今
至全 6~ f'- J 

白全 7年}5ヶ年平均
三E全 11年j
臼会 12年1
~昭和 2年 i 5ヶ年7['均

J'fl 却!i :'1"，どJ
--圃島田幽噂・n刷剛・R由・明、 ，恒...__.....・~圃-、 ，'-幽』・・・m旬開酬闘-‘・、

:IT 1段同上指E設11:数向上指数笠惣向上指数

0，935 100.0 0，799 

O，~壬6 101.2 0，8~6 

0，847 !l0.6 0，758 
1，108 118.5 0，953 

] '185 126.7 0，!l96 

1，1¥)9 128.6 ]，063 

1，312 14o.a 1，138 

100，0 

104，9 

:14.9 

119.3 

12U 

13~~.0 

124.生

0，835 
0，892 
0，786 

0，998 

1，093 
1，117 
1，20o 

100.0 

106.8 

94.1 

119.5 

128，5 

135.8 

144.4 

然し乍ら内地に於け る小委反省J!矢量::-a外閣の夫に比較する時は最下に

位し未1:将来の逮きを思はしめるのである。

m界主要国小宴反嘗取;量

l必 名 J 反常Jf!l量L大正11正予『昭和元年'5少年平均〉

了 抹 2，006 
手日 1品 1，885
白 :可・義 1，832 

~ J議 二t. 1，82.'5 
英国 1，586 

E 

.# 



、
， 

... 

3r 

E出 ll.1J 1，485 
章者四 1制 1，463 
マ 2レタ 1，456 

端 』奥 1，434 
務 遜 1，267 
土f~ 及 1，217 
言若 i~~ 1，180 
日 本 1，130 

小要栽培面積の憤張と云ふことは最も重大なことで明治12年に37高町

歩であったものが昭和1R年には49tj;町渉となり年々増加¥0)傾向を示しt

はゐるが将来に於ては小~の裁培に過する耕地を出来るすこけ利用して栽

培反別の増加l令計らなければならないのである。従来小委栽培は*1Il作を

主としてゐたものが段k と水田の裏作令汗IJ.f目する様になってゐるが之は

小夢殺培 k墨も有利なことである。北海道、奥拐、北陸づ〕一部地方に於

ては気候の閲係J:*田の裏作と して栽培する ことの出来ない地方がある

げれきも関東以降iの地lこ於ては冬期tk.田をあたら休閑L篭 も利用せi-'し

て放任し置く土地が少なくないのである 。 小努力Z水間裏千1~ と じての漸増

は大空事及問要。J栽培面積を侵蝕して行きつ‘あるが、之は両者の栽培賃

値上1[:むを得ないことで、小委の}jより見ればむしろ喜~~可き現象であ

" にコ 。

三欠 1こ小萎の毅培反別の増加~農家に向って則，~も官際農業者iま管利的

に考へて有利でなければ幾ら指導奨励しでも栽培をIII:んなら しむろ こと

は出来ない。それで債格の向 tと云ふこ止は憤然必要であるつ小 選手債格

の騰落は小Z撃の生産額に多大の影特会及惜しヲI~、ては農業者の邸機と需

接な関係あるを以って農事改良と共に閥税其の他の保護や加lへ生産ー;増加1

;;e闘るの必要があるのである 3 鷲尾技師の言を併って云ふならば小選F及

小~視の 1除入税率Lí最初銀稀であったが明治三十二年の改正に於て小霊祭

に従債五分小要粉一割に相官する税率が定め られ其の後肢度の改正を経

て明治四十三年に至り前者は毎百斤七十七銭後者は一間八十五銭に定め

られ、其の後は大正八年lこ於て物館調節のため、叉大正十二年に於て震

災の矯め一時的に無税(大正八年の隙は小若手掛は減理事されたけれε・も無

税とはならなかった〕となったに過ぎないで税率の鐙更は見なかっ7こが

近年小婆及、小選手閉め詣要増加は著 しく 本税率の儲でI;.t.巨額の外園小選手

の轍入を招致して内地少塁手の生産量建は到底期待することは出来す3且つ

其の債格の漸衣他のものと権衡を失し農家に劃して酬ゆる所とならない
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こと令認め、I1Pt和元年度からi'Jt率は引き上け られ小型F一関五十銭、小婆

研二関九十銭に改正せ られ内地の小型F生産保護の賢J.Ji!-a兄たのである。

研究機関の充宜色亦必要なことである C 思在に於て小婆に閥ずる研究

機関と しては、農林省農事試験場に於ても地jJ的に必要な事項に就て研

究試験を行はしめてゐるのであろ。又fb閉じ館所'.e撲定じて農林省の委

託試験地-??設けてゐるのであろ ()1211ち北海道、岩手、千葉、 愛知、問山

愛媛及佐賀の七箇所であって之等の試験場に於ては農林省農事試験揚よ

り配布を受けた未聞定の優良品躍の趨否及地β的に必要な試験研究令な

し其の結果令各k 関係府螺に及帰してゐるのである。斯様にして地方及

中央共に小型Fの生産J曾方11、!日開改良に就て相互に漣格ぞ取旬以って小婆

の生産改良j脅Wiに努めつおあろ現況にあろのであろ。

研究需産li 記

日 野 長重

1、純物情理壌とは何か

私はここで柄物病明感とは何ぞやなぞと、くきくきしくその定長令辿

ベるつもりは毛頭ないが、斯・1ちiに劉・ずる誤解ーだけはとヤて置きたいの柿

物病理号~-æ植物嘆の一分科ー と ニ考'.....て居ろ人もなかなか多〈、 一部の植物

・事者乃至は植物病理i観者さへもさう思ってゐる位であるよけれごも、;fi!i

物病理患は点J~ïH~ 壌ではないから、純医科..~たる村i物阜の分科とは考へ

られなU、 。 -?F議・って ~Iri物阜のl古河]利・513 とすることも不可能である 。 イIlf

放ならば、純物病理~~~は軍なる楠物燃の肱}日ではないc 植物思以外の多

数の単科の綜合的胞u円であるから、所諮 MixedScienccである。

植物病理恩ι菌類製 Mycologyとぞ混同することも高1::迷惑である。

出仔!新氏の日本描物病理感や見ると、なるほ ε植物病理事は点:接的色彩

や徴びた繭類製 と誤解されるほ ε普套を保ってゐる。蒔i額要裂は植物製の

一分科であることは釘論で、 植物病理署容とは全然科壊の性質を異にする

たすご、従来の斯事著書が菌類穆類!D.の丁械を保ってゐ7こ1:・けで 、感聞の

目的とする研や・事問の性質は線本的にちがってゐる。

植物病理阜の目的は要するに植物の疾病の研究であε。決して、その

疾病会起す病原一一狭くしτ病原菌一ーの研究ではないo その方面のみ

r 

ヨ砂
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の pf1ヲピは植物病理事的に言へば病原・~の一部で、取り扱はれる病原菌の

方から見れば路用崖i事一一植物製なる純正科書裂の胞;用的一分科一ーであ

る。決して、雨療を混同すべきではない。

然るlこ、従来の縞物病理署草者が植物病理事の良定義令忘れて、疾病の

病原の一部たる病原菌の研究にのみ熱中したために、他から植物病理製

は植物.塑の一分科のやうに誤解されたのである。けれでも近来多くの植

物病理察者が目F埋めて来て新しb、植物病理・竪の樹立に努力し、植物病理

接の新大系の確立や遭って居る。九大に於ても京大に於ても現今講義さ

れて居る植物病理製は皆菩来の植物病理謬ではなく、新しい新阜である

わが校に於ても斯界の進歩に濯れぬゃう新しい柄物病理撃の教授に努め

て居る衣第であ ゐ。街、それよりも一歩先に準むの考へで努力して居る

2、迷惑な精密さ

IJtの中には何でも精容なら良いやうに思ってる る者ーが多い。材料もや

り方も無茶苦茶でありながら、それを基礎とした豊史的計算のみ恐ろ しく

精密にして世入金駕カ、してゐるC?)者がある。感用令誤つては折角の苦

心も水泡にな る。

近頃、私の専門の方で、病原菌の大さの測定に遺博・撃で用ひる而倒く

さい卒均臨会算出するjJkが頗る多い。これも路用ぞ誤る と、飛んすご迷

惑を?する ο 迷惑きころか、後進の壌徒会迷はしめるこ tが多く、全く罪

な誌である。

元来、植物の病原菌は外界のj伏況による愛異が大きいもので、その芸差

異ie曲線で書いてみても、その各の曲線が悶ーと認め得る許容範閣外に

ある場合が頗る多い。北海道で採集した菌正宮崎で採集したものでは佐

々全く異なった曲線会主く。寄主と採集時]闘が異っても、 やはり全 く異

なった曲線や葺く。然らば、南者は別種カ、と言ふ仁決して別種ではない

全t同一種である。質験的の讃明も出来る。郎ち培養基さへ鐙へれば、

その匙く曲線はすっかりちがって来て、同一曲線と認められぬ位の盤化

や示すのでも容易にわかる。斯ういふわけであるのに、病原菌の分類事

的記載にこの卒均債を路用されては、 とんTご迷惑で、折角の1百億も何の

役にもたたない。論文なきに 16.5生土1.23 な~.と書いて置くと偉らさう

に見えるが、所謂こけ嚇しで、無駄骨折と思ふ。やはり分類・~的記載に

は従来の通り、 8-20(卒均17)で結構であり、充分である。

けれきも、私は頑IJffiに卒均倍記述無用論や唱へるものではない。同一

地方の同一時期に於ける寄主の相違による大さの襲化を示すにはニの卒
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均債の記述Li意味がある。或は、培養基の性質と大きの関係を調べるの

に、これるF路用することは面白いやり方・でもあり、新しいカ・法でも ある

要するに 、物は相手によりけりであるから、新しい方法なき在考へるJi

k はその運用を脱線させぬゃう御要心会願ひたい。

3、不完全菌類(J)分類

不完全菌類なる名都は分類目穆-':の一項目ではないが、この名稽のもと

に包合されてゐる菌類は植物病原型上重要なものが多い。そ こでその分

類令少し論じてみたい。

この名掃のもとに便宜上旬抗されてゐる菌類は醤然子裳菌か路子菌に

屈すべきものであるが、その有性時代の判明しないために一括されてゐ

るのである。従って、二つの全くちがった系統のものがあるために、そ

の不完全i笥類を系統だてて一つにすることは多少悶雛告件ふか も知れな

炉が、 二つにすることは出来なb、相談で もない。何 とか今少しく事|康的

な分類'e行ふ必要があるや うに思ふ。

また、胞子の色がこの菌績では重要な分類準操 となって居るが、 ニれ

は少し不穏嘗かとjaふ。色なごはさう重要な分類製的官、誌のあるもので

はなく、たすご分類に便利7ごといふに過ぎないのであるから、色をさ う重

硯ずるのは不都合である。3ft頃、京大の;逸見博士等の御砂l涜によゐと、

BrachysporiumS p・が突然盤化在して色や失ひ、 Dematiaceaeから Muc

edinaceaeに科を設定してしまった。これは、科会鐙更したのであるか

ら、大大的の盟・化である。動物ゃ高等植物なきでは、如何ほご・突然盤化

が起っても牛が鹿にもならないし、梅が樫にもな らない。それだのに、

不完全菌類では科が盛るといふのナごから大慶な話である。 この黒iiから考

へても従来の不完全菌額の分類方式は根本的に改造する必要があるやう

に思ふ。

不完全菌類は分類察上のー翠位でなく、所謂寄合IJt殺だから、さう分

類方式を唱しく言はないでもよいなき・といふ人もある。これも考へ様で

~) ~、加減なものなら無いβ・が良い。あるならばより完全にする方がよい

わけである。この意味から、私は不完全蘭顔の分類方式の改造金主張し

たいと思ふう

ついでであるから、附け加へて置くが、 Cercospora と Cercospor知 a

なきは嵐令わける必要がないか止思ふ。これも色をあ まり傘重し過き~ tこ

傾がある。色ではないが、 やはり不完全菌類の分類事上で、 Phyllosticta

と Phomaなさは最も無意義な分類だと，思ふ。其他、 Macrosporium と

ζ 



35 

Alternaria， Gloeosporiumと Colletotrich umなきも無意義な分別すごと

思はれる。要するに、分類の基礎令色彩fごとか、 寄生揚所とか、不重要

av iZE管に置〈のは誤ってゐる こと を主張したい。それならば如何にしてこ

の不完全菌類の分類?j:>正すか。これは分類感の専門家に委ねる より外に

，(t方がない。私はただ分類専門家に注意ぞ促すにとどめて置きfこb、J

:> 4、仕事の衝突

時代の尖端令行くのは我々にとっても大切なことである。研究題目も

その尖端ぞ行くがよい。

模倣u、ふわけでもなからうが、兎角仕事が衝突する。稲の萎縮病~

始めると皆が之4をやり出すのモずイク病色然 i)。稲の馬鹿市椅も然り皆

あち こちで同じゃうな題自の研究令やる。或は謁然のI居合かも知れねが

何とか衝突防止の，fT法はあるま いか。

私は決 して同一題自の研

ではない。閉じ肝究題目でも見方がちがへは結果ももがって来る。また

同 じ見方で同じβ創・でやっても、結果は同じにはなるが、その賢明の遁

行がちがふから興味がある。

けれをも、小人数一一僅かに毅十名の専門家しか居らない植物病理事

者の仲間で、 E買い喜怒界と瓜=い研究範閥会持ちながら仕事の衝突はすべ‘て

のノウ面からみて惜しい気がする 。合うしても、各墜者連が社事と研究方

而の分捨令やるのが必要である。この方が墜問的に見ても鴎家的に見て

も得策か と思、はれる。

隣のi甚太味噌がうまかったり、人の持物が羨 しかったりするのは俗事

ばかりでなく、 感界でも亦然りである。けれきも 、他人の後躍のみが光

築でもあるまいから、他に先んじて時代の尖端会行く心掛が大切である

すべ‘ての入にこの気慨さへあれば、そこに濁創が生れ、新震見も現はれ

る 。私はかかる考への もとに亘に協同し、社事~互に分け合うて研究令

準めたいと思ふ。研究者の少ない植物病理製界ではこれが一層必要かと

思ふ。 (1930.4. 14) 

虫皇品、被 害史

松本~言E

我国の歴史伝翻るとき誰しもが気付くことであらう事柄は、それが主
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と1..，て、 Ijl，足首LO)歴史であって、そこに、手|接的事象の記録、或は産業方

面の記載が至って少なく、例へそれがある としても、戦笛Lの記録に較ぶ

れば至って簡~不明瞭であるといふ馳であらうと居、ふわこのことは私達

の様に、自然科撃のカ・面の歴史や知る必要のあるものにとっては、非常

に残念なことであって、そのために私謹は、もしそれ等の歴史令しらベ

ゃうとすれば、 εうしても、歴史的文献のみなら歩、古代の文嬰的作品

或は随筆的作品、向その他民俗事的文献にまで子をイ1111ぎして、之を探究

しなければならないことになるのである。そういふわけで、この鰻品被

害史やかくにも相嘗の苦心をした、といふのは、我闘に於ては太古より

農業が行はれて居たに拘らす。、その文献が至つτ少なく、勝仁天皇(紀

元 930年〕に至るまで農業上の文献なく、農業上濁立の著述冶みたのは

元誌年間以後のことで、宮崎安貞の農業金書:を初めと し、大蔵氏、佐藤

氏等の著書漸く現れ来ったやうな次第であり 、叉年代記や古記録を肢 〈

渉獄すゐ こと も私にとっては未't::'可なりむつかしい仕事であったのであ

る、こんな諜で、以下述べゃうとする蜂害史には、たくさんの諜があり

叉不足な所があるに相蓮ない、が然しながら、その様な割iは読者の敬示

によりて補遺;或は訂正やして行き度いと思つτゐる。

fお本女に入る前に言っておくべき事は 、 私がご‘に言ふ ~卑と いふのは

現在用ひられてゐるイ ナゴtいふやうな被い一種の害品の意味でなく、

我閣古来普通に用ひられた「稲につく盆J卸ち螺おも蝶もウンカ椿象も

何もかも含んでゐるjI主義の睡である といふことである、@]Jち桔il!i1Cいな

むし〕のことである、向!醜品の意義に就ては別に論守、る機曾がある と思

ふからこ・では暮する。

我園に於て大昔より睦品の被害が女1]何に甚't::しいものであったかと言

ふことは、年代記や古記録4甘みれば何人も之を知り得ることである、豊

年五凶と言って、早魁、水害、風害、悪疫、品害の五つがあけられてゐ

るが、 こ の天災の~なるものお 一つにあけられてゐる事より するも亦被

害の甚すごしかったことが明であ る、彼等は素破ら しい繁殖，11と、威大な

る移動性とを有するがf誌に、然して叉、不思議な程の集間性を有するが

ために、農作物のみならi"~人間それ白身の生命やさへ、おびやかさ れ

たのである、 彼の我催者の名に於て世界的なる秦の始皇情は 「蛙晶東方

より来りて天守蔽ひ、天下疫す」と名女会吐いてゐる、 或は蛙品群飛 し

山岳廼ひ、野に充'つ聾は風雷の如く集ること叉雲煙に似たりーたび集れ

ば田中頃却に青色なく是』卑哉の苦しみ也(救荒使関) と昔の人は述べ、て

ぐ
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ゐる、或る外字新聞の報告によれば、南米の或る地方では入聞が嵯患の

群のために殺されたといふやうな話もある。其他聖書の中にはこの睦品

被害に閲する記事がさ'らにある、がその綿て争こぉでは省略する。(聖

書動物考委照ゼよ)

でこれから蜂害史令極く簡軍に述べて行くことにする。

蛙品.の被害史は先づ紳代時代より初まってゐる o

大地主品i同市営田之日以手宍食入子時大畠紳之子至其田唾饗而渥以朕告

之御蔵品1I1麓怒以瞳放其田苗葉忽柏損似篠竹(古語拾遺〉

紳代より稲作が行はれたる我国に於て、早くもその頃稲株篠竹に類るに

至る惨害の頁が展開されてゐることぞみれば嵯害の歴史は随分古いもの

といiまねばならぬ。

光仁天皇、質植七年八月、今より).Lそ115生年前、天下諸国に嵯害あり

畿内は使令巡硯せしめ飴は園司をして行はしむ f続日本紀34)

と見へてゐる。

弘仁三年六月 (1118年前)薩摩園蜂害令被る、と いふことが(日本後

記を22)にみへる。

弘仁六年

薩摩国五畿内に!睦災あり(大日本農史〉

貞翻十六年(紀元1936年)

貞翻十六年甲子伊勢国言す、峰害あり稼令食す其頭赤くして丹・の知

〈背は青黒にして腹は斑駁なり、大なるものは一寸五分、小なるも

のはーす、種額紫来一日に食する所四五町許なり、其一過する所は

遺穂あることなし(日本貫録巻二七)

貞iIlfl十六年甲子伊勢園に!睦害ありじ時、主審頭弘遁王令伊勢大紳

官に遁はし奉弊して災睦~去らん事や鰭る(大日本農史清和紀〕

長続三年八月(紀元二一一七年〉

長雄三年八月去夏水!陸ありて稲穀熟せ9-'民これを憂へて臼く、来冬

春夏天下大に飢うべしと、 (碧山日銀)

大永六年秋(今ヨリ四O四年前〉

秋!ij二 五穀~害す (往年記)

天文八年秋(今ヨリ三九一年前)

嵯害甚だし (年代略記〉

元総十年 (今ヨリ二四八年前〉

宮崎安貞農業全書告別行し、その農事組論の中に於て除晶の方~設
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< (農業金書〉

享保二年七月 (今ヨリ二一三年前〉

七月よ り八月に奈り大平軌鰻笹生し五穀登らす・ f翻皐年代略記)

享保十五年夏 (二OO?f-fiiJ)

1111場、南海、西海三選に峰令生じ大被害を来す ぐ一本能丘代一覧〕

享保十七年

畿内、 南海、 |幻除、 1111場、西海道の諸国柏に品っきて貰のら歩、米

価最も貴き故にたづき現時きものは遁路に袖令ひろu.て物会乞へ共奥

ふる人稀なれば飢死するも のおびたどし、 故に公儀よりも銅i赦米、

且つ夫食等 を賜ふ、 其飴東海、東山、北陸の諸遁は能く みの りて事

なし(翁草48)

享保十七年八月

務大名に令知し西国、四閥、 'il園地jj・の回拍にII卑指l{O量生 したため

に政穫米の庇乏症?致すにより北岡および出初、 l控奥、 l投河、遠江、

三河、尾張、美濃、伊勢の諾ー聞に封地を有するもの今備強米令上国

に謹運すと雌も本年は勉めて大限若くば西圏、四圏、中園に便宜謹

蓮 しその商佑の直米を販貸するものも亦同ーと儒さしむ(替政府御

謹留巻二)

享保十七年九月

西国、四圏、中園の各地方-において回稲蜂晶を量生するによ り諸国

の商底やして縁定外の萄米令道運せしむ可~q，布令すと雛も、叉そ

の底乏の景況に!搭ふて公領地の砲米岳連蓮し以て斤貨に附せん、な

ほその事由は大阪城代土岐損稔(丹波守〉よ り昏産する有るベぎ令

令知す (憲敬類典抄巻ー〉

享保 十七年九月廿八日

西国、四園地庁蜂害にか為り貢租の*額を兇損する各大名幕f1:J'臣僚

に官金を貸興す (乙己雑記省二)

同年九一十月

西圏、四国大飢僅 (泰卒年表〉

同年十月

令して諸国の城棄米九高七千五百石令西園地方め雌害にかテる各大

名にl振貸し還納の米額はニ線大阪の倉庫及び駿河園清水港の倉席に

分蹟せしむ (戊申雑趨をー〉

同年十一月

戸、
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蜂災に因てがi<諸川修築の園役金の課方を停止す(勘定所提議:巻二)

同年十二月

鰻害にかおる各国中農民の協肱方令論告す (長崎賞録をー〉

』息災に躍る封地額高石以上の各大名を して餓民協欽方やJJX督せし

む (窓敬類典抄告ー)

此年の嵯災のために苦しめる農民令放ふために幕府:が設しfこる論告を

私達は今読んでみるとき、知何にその昔時の嵯害が激しく、如何に農

民は困窮の淵に苦悶したか f窺ひ知られろ 、幕府(まかおる揚合、農民

相互の敬語策ぞとったのである、郎ち「友救ひの令」といふるの令出

し、 富豪ゃ、或は比較的損失の少ない榔村令 して災害地農民を救は し

めんとしたのである、これは、幕府及び諸侯のカのみにより ては到底

:肱ひ得なL・程災害が甚7ごしかったがためであると考へられる。

友放の令

一、 今年西圏、四圏、中園、五畿内遺迄茂田作品付損亡f.J・而御料研百

姓共夫食米被貸技{呉、黙共品付之閤 k~夢敷損亡之f;;主放此上にも来春

要作出来候迄之内 、難取組者も可有之哉、品付侠村之内に茂米穀金

銀貯有之者は身上相~に飢人共江合力致或者貸渡、叉者米穀金!fli貯

!;:t~![~之候得共、卒生之ごとく相肱に暮之者は夫食不足の者同様随分

食物堪暮致、其鈴鹿ぞ飢入江合力3l...者貸渡{民而、何 t そ餓死者虫l~ と

様随分可致介抱事。

一、損亡国之内に而茂所により品千J"さる所に而、其村・食物不足に艇と

仮;共正首J者名主庄屋長百姓4'始小百姓に至迄、損亡村Ok同様に心得

食や誠じ少に而茂鈴鹿あらは近郷之官JL人に施 し又は貸候而 tt上にも

鈴鹿あらば不貯置百出すべし、今年幸に畠付のわざはいや遁候とて

3ft圏3ft郷の難儀ぞみながら卒生之ことく 暮候者、冥加の程4'も可恐

事に伎:、年之廻りに而笠年凶年ある こtなれば自然我村・凶年のわき

はb、建候fI寺は他村の合ブ')，を請取設へし、此&.他4'おろそかにしては

我蹄儀のとき他村の合1)疎遠なるべ し、大凶年に者、国 k 一同の持

合になくてはI仮説難成儀l故此庭会自¥gk心得、名主庄屋長百姓等致世

話、 村中にて少宛も出合せ(創立ば難儀の村合力叉者貸候様には可成

候11:fj、名主庄屋長百姓随分可出精事。

一、 朝夕の食物右之週に候へ!;b況酒餅麺蹟等に設すべからすa、組而

締貰堅停止之事。

右之趣在k 江相融、合力救等イ土f炭もの有之は名主庄屋等随分無油断謹
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|吟I沫其役後日に御大官所支配所江可 I:~m者也

子十二月

前この頃幕府は「賑給の令」や「賦役令J等の鮒や出してj農民の放演

にあたってゐる o

風j直水皐災嵯不熟之庭、少線路須賑給者、園都検在、預申大政官実

問。(戸令〉

風田有水平品霜不熟之庭、図司検質具録申官、十分損五分売租、云

云 (賦役令制女)

上越の如く災峰あれば政府は之が救掛の策令とったのであるが、慰問

の輩建充分ならさ'るその頃、去?と技術的教演の方策は、何ーっとして

識せーられなかったらしし、、上はたど政策的微縫策に甘んじ、下農民は

た J郷村の市Ilj祉に祈念 し、御札を回に立てる外何等の師l品の道各議せ

歩、悪虐なる焼塩の猛威lこ忙然 としてIi挽傑して居らねばならなかった

嘗時の農民は宜に可哀想であったと言はなければならぬ。

享保十八年正月

是より先去識壬夏より秋に至る迄西降j(})諸道醜害あり て衆牒大飢し

幕府金構~西園の諸藩に貸興す、因に筒ì~}j~論告す(古融書巻十

九)

享保二十年十二月

嵯災の貸金反・縄問令出づ 〈古融詑，:)

寅歴年間 (約百八拾年前〉

筑後園上妻下妻都の西部及び三瀦邸の東北部、肥後図字土、八代二

郡枯穂4をみる (縮問鯨蝶品臨除稼防の沿革)

明和八年秋 (百五拾九年前〉

関東筋嵯あり て稲をくろう、月夜には容に飛彰令みると云ふ(半日

閑話)

天明八年七月 〈一四一年前)

老中上座松卒定信の指敬により代官，をしτ除峰カ・~令示せ しむ (徳

川政務秘録の中御網並御書附留迩ー〕

寛政二年正月 (一四0年前)

去年!睦涼風皐相続て災~錦L!調家凋耗し人民弊亡す (碧山 目録〕

寛政五年仲春

児島如水「農穣業率」を著し i剃庄の)j"~示す (農稼業事〕

寛政七年七月 (百三十五年前〉

p . 
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除離の方法を申令す (寛政度御融付類留を三〉

文化七年十二月

大難永常「農家益J後篇二茄〈乾、 flド〕を著す f農家益〉

文化十一年 〔紀元二四七六〉 仲春

児島如水「農稼業事J四や刊行す (農稼業率〉

文政九年

大誠永常「除峰録J~著し、大いに除!瞳の方・ ~説く。(除!睦録)

女攻十一年 (百O一年前〕

山陽、山陰の雨遁蛙害あり (ト三朝紀間〉

天保九年六月 (八十二年前〉

除!埠の方法令申令す (牧民金掻巻十三〕

天保十一年八月 (八十年前)
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佐藤信淵「培養班、録」を著しその中に於てまb唱の方を示す(培養泌

銭)

明治三年九月

河野大全「農家備要Jli珊令著し、除晶の方を設< (農家備要〕

明治六年五月

訪中国壁、パロー及びウーセの著書や諜出し「西洋農家訓J (上下二

加)と題し上梓す。

明治八年

志賀雷山諜「農感簡明」出づ

明治十年

青森牒下瞳害甚すごし

青森鯨管下陸奥の盟律怪郡のfi3団連年畠害を被り て百方臨除ーも

奏効せぎるのみならす志、本年に至り荏々蔓延の勢あり、是に於て

糠官等之i>:1iひ害品政頭を内務省に致 し臼て随除の方々質問す、

本省因て五等届鳴門義民会祇遣しその質地刷会して阻除法~施行

せしむ。(祖l農:局第二回年報)

こ‘に のベfこ青議懸の蜂害は、阪品の被害であって I!息門氏~諸はし

騒除法を施行したる事蹟は勤農局農事月報第一読にある。

明治十年以前の嵯害史に於ては、睦災地に玖府が謹はした人は、多

くの揚合に於て技術的な人物でな〈て、税官吏の様な人であった、

それで睦災地に行っても、その!瞳災の原因正体令究むること能はす3

して何の矯の汲遁かわからなかったのであるが、徳川末期よりの外
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園文明の轍入はこのノケ聞の・，~問の進歩伝来し、多くの著書も m で薄

弱ではあるが衣第に専問的智識が養成せらる おに至り、 糊農局等の

如き研に専問家.a置き蜂災或は其他の場合も時に>>ll¥じ無に適する人

物を遁はしてこれか根本的、科務的除防のカーや識がるに至ったのは

歴史と、明治に入ってからの事である。

明治十一年

溺:農局より態本勝の申!諜に感じ五等j必鳴門誌民や該螺に謹は し害品

稼防の法.æ施行せしめ粂ねて沿道諸臓の品害舎監査せ しむ。 n~農

局第三四年報)

明治十一年八月廿三日

内務省より秋田螺下の去る八年に水害を被り九年に皐品南害にJ躍り

問闘の損耗極めて多く、 これが錦め農民窮若にi腐り九年度の貢租未

?と上納に堪へき♂るのみならが目下凍餓に迫る'I'以て、金一十五115闘
4討を興せんご と在大政官に菓議して裁可-l>得たり 。 (勤農局農雑五

O凶)

明治十二年四月十九日

背諜~緊縮品騒除規員Ijや管下に頒布す、尋て之を内務省に開申す。

(糊農局各省局来議留九一七) (註〉 此の稲品は!睦atlの苦手

明治十二年四月廿三日

内務省より三重螺管下伊勢、志摩、紀伊])三圏中ー百齢筒村去年お

水の災害金被 1)納税の白塗なきもの極めて多きに依り特に金---ifit;四

千六百九十五回齢ぞ貸興せんこ t令大政官に裏議 し裁可を得たり 。

(湖農局農雑 506) 

明治十三年二月

愛知鯨下尾張三河雨園の村民去る九年以来漣年風水平品の害に謹遇

して表弊の齢改租等の事令訴ふ、該!眠之を内務省に具.1択しi定置の事

宜伝票問す、郎ち旨を識して鎮撫せしむ、是に至って愛知牒の謀議

により金一十五高回会その窮民に貸輿し以て表弊会;故演すぐ籾j農局

授産七回0)

明治十三年八月

十勝の国嵯あり

是の月十勝の園!瞳あり天守蔽ふて飛ぶ到る鹿禾~設;æ食輩す、人民潟

す所や知ら歩、そ・の害延て日高の園、浦河静内砂流の三者[lj政肢の国

幌別、有珠の二郡、石狩園札幌郡等tこ及ぶ、開拓使は直ちにy!員や

P -
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波謹して踊除に従事す (北海道誌、農務局第一攻年報)

北海道害品報告史に依れば本選の蜂害は賢に此月ぞ以て十勝方面

に起 り其の桑窟詳なら歩、首時此の凶報の本使聴に謹ずるや雇外国

教師及び糊業課員を抵謹し先づ日高閣新冠郡牧馬場より漸衣各地に

及ぽんとす、叉課員~十勝の原野に謹りその建生の本原告探険せ し

めしに、各所被害の跡あ りとffiffiも剃己に後れ撲繊の法会議す。る こと

能は歩、土人古考の設に、十勝河上の瞭野には毎年多少護生す、且

つ今を去る六七O年前大いに主主延 l.各所のl鹿野生草会見ざる に至る

と云ふ、焼は土人の方言にかたかたと稽す、羽詰:にして種類ーなら

歩、議し本遁のi症は勃農局員線木喜三か害盆圏解説にも示せる所の

縫鞄飛!lLiにして原と縫1白地方・より飛来れるものなり、その種類の説

k 繁殖する置に幾千高の多きに至る会知らす3、今以上の諸類に操れ

ば(中暮)一群皆方向令問うし天を蔽ひ日必遮りて群飛す、此のJIJjに

去れば濁り輩のみなら今、夜も亦温暖無風の時はよ く飛行す、その

飛下する所は青草の地も忽ち盤じて赤土となり、最l替の植物は粟、

稗、大小~、黍、牧草等なりと mm も餓ゆるに及んでは殆んご喫食せ

ざるものなし、試みに毛布j白紙宅事会投せしに肯て蜂厳令停め歩、そ

の駅みる入金して寒心せ しむ、飛期より事尾に至る僅かに1-2週間

此の間-a以て群飛轄徒の最も甚?とし き時とす、是の時にあたってそ

のよく順風に乗がるときは山岳臓へ、水を亘り 、その謹度大抵一分

間六町齢、然れ共その群飛朗の短かき と、一度飛下すれば食物霊き

るに非さ'れば肯て他に飛行せざるとによりてその轄徒の行程ぞ蹴計

するに一箇年凡そ三拾里乃至六拾里なるべしと云ふ。

明治十三年十月二十一日

繭岡~器管下筑後図上妻三協の郡民螺虫駆除の令に服せ宇、輔衆する者

三千人許、人勢(ト頗るtJlt'暴鯨隠は久留米警察署巡査を護して巨魁や

捕ふ、明日事卒 く (明治史要〉

首時筑後の圏三端部八町年田村の佐野呈裁なるもの螺晶艦除のた

め被害の稲株令掘り取るに用ふる鍬吾輩明せしに、 暴民等之-a悪み

同人の家を段ちしといふ (鍬の固は螺轟固解にあり)

明治十周年三月

農務局に於て第二回勧業情賢舎に出陳せる害轟寓生園及び模遺品略

解を編次し、之会害品因解説 と題 して列行す (害晶画解説)

明治十四年七月二日
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北海道の瞳品蒋護~以て開拓使に命じ一層力 .Hrru除につくさしむ

αヒ海道害晶報告書〕

明治十四年

去 日 目*石川 ~孫管下加賀、越中岡閣の各都に限品護生しft3禾を?害す

C農務局品害九六JL)

明治十五年四月

北海道嵯品の，，~~除に凶人を使役す (本文省墨〉

(編年録十五年第七;加)

北海道睦品随除計麹j立つ (内容女省略)

(農務局第一衣年報編年鍛十五年〉

明治十万.年

北海道睦品駆除路線算計上 (農務局第一次年将編年銀十五年)

明治十五年

成続報告 (報告文省暮) (農務局第一衣年平日)

(全女ノ ート参照〉

明治十六年三月十五日

北海道嵯品駆除践裏請さる、 内持率文省略 「編年銀16年第5H1JD
明治中葉以来著作漸〈 繁く、蛙害に闘する記録も亦多くして今、それ

等主lfJ大記述する煩令、ここではさけ度いと思ふ、然し、明治三十年に於

ける浮塵子の大量生と、四拾年代に於ける!原品被害の事質はこゐに述べ

ておく必要がある。

以1:: 1ま我園に於ける tl皇害史の大墨岳、た J史宜~並べる形式に於て述

べただけであって、釘論浅壊なる私には資料~集めることだけでも容易

でなかったやうなわけであるから、その積りで読んで頂き度い。

この記事ぞかくに哲つての女献は一々その都度にかきそへておいたが

全部原本在みたのではなく、その大部分は又引したことを断っておく、叉

この文の資料は主として宮崎高等農林翠校図書館、熊本勝立園警備及

び;宮崎勝立間書館所識の文献によったこと令明記しておかなく てはなら

ぬ。

最後に貴重な文献令教へて下すった日野先生及び本会かして下すった

松原先生に感謝致します。

(昭和五年五月一日〉

。
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l菜類の運動主I，Jに就いて

A.II. S. H. 

春になりました。暖かき春の訪'づれにあらゆろ生物は活動会開始 Lま

す。私はここに蝶の運動の形式lこ就き各科について夫々特徴を捕かんで

みようと思います。短期間の且つ童文回の採集の折々に得fこる翻念の集ま

りですから何等これといってまとまったものではないのですが少し許末

席会けがさして貰ひます。

春のシンボルとして楼や菜の花の開花と共に野に:.tmにモンシロチョウ

スジクロチョウ、キチョウ、なe.所謂粉蝶科に属する蝶が大いに春t.e浮

き立たしております。モ ンシロチョウ等は棲の花に菜の花にヒヨヒラと

舞っております。叉スジ クロチョウもキチョウもヒラヒヨと 鮮っており

ますd粉蝶科の特徴として感ぐべ、き型はこれであろうと思います。私は

これに 「ヒラヒヨ型Jと名づけ ましょう a ヒヨヒラとは物理接的に εん

な運動か知 りませんが多 くの花艶の落下運動はまさし くヒラヒヨであり

ます。彼451籾牒科に属する蝶は多〈 菜の花、大恨の花なごの十字科描物

の花又は萱科の花に集ります。題の形はすでに他のものに比しτ飴程こ

れ等の植物の夜離に似てゐる様です。彼等の「ヒヨヒラ」と匁:ふのは運

動J状態に於ての一種の保護 とな り得ると思ってゐます。

次にはタテハチョウ科のものですがこれには二つの型がある止 111ひま

す。そのーは tスジチョ ウ等の型であり他のものはヒョウモンチ ョウ等

の型であります。元来この二つのものはその外形に於てその特徴金異に

してゐます。 しかしてその異，)が運動の仕方にまで忍響してゐる援に思

はれます。

森の申告サラサラ主流るる小川に沿ふてコ fスジや tスジチ ョウ等が

住んでおります。木の間から 日光が洩れて居りますの嵐のそよぎに木の

葉は振れて日の光はチタチラと微動してゐます。コ tスジ等はこんな世

界に生活してゐるのでありますが割合に高い所に鉾ってゐ ます。而もそ

れは舞ってゐるといふよ りも率ろ卒中に漂ってゐる tいったjj'がよく嘗

っております。彼の遡は粉蝶科のそれの如 〈ヒヨヒ ヲと運動してゐるの

ではあ りません。かすt;、に微動して:宗中に漂ってゐるのです。黒地に三

伎の白斑;z，彩ったコ tスジが木の聞や洩る る日光の振動 と共に微力、にチ

チチラチチチヨ t浮いてゐるのはこれ会下から我々が見るとき一寸見出
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L難いものであります。これも蓮動状態に於ての保護1:と考へてゐます

タテハチョウ科の黒地に白の斑をもつ ものは木の間の高い研令舞ふ様な

気がします。私はあのきれし、なゴ・7 ダ;;-a:捕へるには大盤苦心 しました

なかなか下に降りて来ないものですから 。

さえにヒョウモンチョウなき・の特徴ですがこれは同じく。テハチョウ科

に廊するも大いに前のものとは趣を異に してゐます。彼等は多くの揚合

色彩の濃厚な花につきやすいものであります。山地であれば美しい 山百

合なぎに集まるし、里に於ては庭園の型の大きい美しい花に集よりま す

そして衣から弐へと蜜や花粉や求めて飛んで行きますが、コミスジなき

の如〈チチチラチチチラと浮んでばかりいてはとても間に合はないでし

ょう。彼等の鮮の型は何とも表現できませんが粉蝶科のものによく似て

ゐますがそれに比じてもっと敏速に運動してゐる様lこ思います。体の犬

きいせいもあるでしょう。ヒラヒラ;!llllふといふJ様な感じが少なくてやっ

ぱり特徴ある舞方といえるでしょう。それは主と して形及び色彩によっ

て斯く感じられるのではないかと考へ亡ゐます。粉蝶科のものは小型に

して且つ色彩が淡白なるに比してこれ等のものは大型であり濃厚 な色彩

金持ってゐます。従ってヒラヒヨのJSじが出て来ない様です。

弐には ヒカグ千ヨウの{rj1f1J1であります。 ヒカグチョウ、ジヤ ノメチ ョ

ウ等は殆んで‘八の字形に事仏、ますc ヒカグチョウなきは殆んさ完全な八

の字形に舞っております。またジヤノメチョウなさ・の鉢方も こんな傾き

が大いにある援に感じます。ジヤ ノメチョウ科のものは諸君も御承知の

通り暗色ぞ帯びてゐます。一一キ?ダラチョウは寧ろヒョウモンチョウ

等に似てゐますが・一一そしてその住所は暗黒です G 森林の中にはよく 彼

等や見ます。彼等は人目-a忍んでコツソ リ自分ひとりで舞ってゐる犠に

思lまれます。

弐にはシジミチョウ科の色めですがこの14のものは皆小型であ りまし

て軽々しく飛ぶ様なことは無いようです。しばらく舞つてはすぐ'11::まり

ます。しかしこの科の中に特に特徴のあるのはウラギンシジ fでありま

すc割合に大きな趨金持ってお ります。表は黒紫色 〈合)3Uま黒 と赤 と

でありますが(♀〕裏は完くの銀白色であります。雨遡-aピツタ リと 閉

じて静かに休んでおりますが他の脱が近付くと念に飛び出して電光石火

の速さでもってこ れ会遁掛ってまた元の技に蹄るといふ習性があります

止まってゐるときも 容易に見出しませんが青雫高〈飛立ったときにも容

易に見出し得ません。このtl!Jlliの~~ひ J/Iま S 字形の様です 。

c 
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さ免lまアグハチョウ;j:ilであります。遡は長さも i甘も共に大です。彼等lま

舞ふのではなく て飛んでゐるのです。そしてその飛び方も ュウユウと飛

、んでゐる様にも忠へるし何か物捜しでちしてゐるかのおiにも思えます。

初論飛ぶのは非常に惑いのですからこれ令遁ひかけて捕えるのは困難な

ことです。飛ぴ}jは何とも特徴金摘むことは困難ですが体が大き く色が

黒いものが多いせいでもありましょうが何となく烏lこ似て阿呆らし〈見

えます。但し アオスジアグハは例外でありまして非常に敏建に運動しま

す。

最後にセセ リチョウ科が賎ってゐますがこれに就ては未だよ く分りま

せんから書きますまい。

以上色 と々蝶額の運動に就いて書いてみま し7こが殆んき・何れの蝶に於

て もその静止駅態に於ける と間接にその運動駅態に於て も何等ーかのカー法

に於て彼等自身ム担保護しつ、 あると忠へます。 これを押 し蹟めて考へま

すればあらゆる毘虫は否あらゆる生物はその静止形に於ける と同様にそ

の運動形に在り て も彼等令外敵に針して何等かのノケ法に於て保護しつ 丞

あるだろうといふj1f~奈が出来。でしょう。

浅薄なる翻察各支ffiべたて、 貴重なる紙面令費やすこと やおわび致し今

後の御指導令御願ひして欄筆します。

植物と勃物との生活獄態の一致

AlI. K a t o -H u z i 0 

吾々が一つの植物の震育~湖って幼柄物に及び、更に盤芽体穂子、匹

珠、と 云ふやうにき・こまでも辿って行けば、惑にはお個体の生命の始で

ある鹿の授精した卵細胞に建するのであるが、止tの~iに於て植物は動物

の量生 と一致するのであって、而 して前者に於て授精せる卵細胞は、分

裂に分裂や重ねて数百千の細胞 となり 、叉蛮達して分業が行はれるやう

に 下るのである が、而し吾々は更に歩~進めて考へるならば動物J)植物

はその個体のはじめや細胞の構造のみでなく昆の生活y状態iこ於てち 一致

して居ると云はんとするのである。動植物共に自体に食物金協り是令体

中に循環 させるのであって共に何れも滑化酵素を布しIlf-脱するのである

取入れる食物の形に有機 と無機との差があり 、光率的合成は持色植物の
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特色であって、描物tこは動物に於て見られるやうな閣議のはたらきに桶

賞するものが無い、これは事震であるが、その生活吠態にいたっては、

共通して居るのである。

而し斯様に述べると動物1)では運動やJZ胞が重要な活動であるが、多く

の植物では之等の性買が著 しくないから、以上の説明はあまり濁断であ

ると考へられるかもしれないが、而し日光の強弱によって開閉する花や

葉の睡眠運動等があ ること を見る と、 植物にも運動のある事がわかる。

またを獲が木の枝等に師れると、之に踏じて巻付く4j-i・や食品植物の葉が

晶体の接燭に依って、其の樹毛が曲がって之を消化l虫牧する事、根b~*

混の有る方-向に曲る率、 宝来が光線の方に向ふな ピ?と云ふ事等ーから して

植物にもかなりの感rtがある事会示して居るo オジキサウ(ネム リグサ)

の楽は温度の盤化接脳の刺戟に感じて起動し所謂睡眠運動令起す、此の

刺栽に封ずる蓮動は丁度池の渦の様に闘<tごん7ごん肢がって行く、術j主

f也、ヤグルマギクの操125及びサギゴナの柱頭の運動等も好例であるし、

ハへトリ ク'サ、ムジナモ、等も晶体の接幽する司王に依って各k 特別の運

動会起し、向ノ、へトリク'サに濡れ九紙片t.e鰯れしめると始めは此の償値

なき捕物を捕へるが普通2-3回もすごませば後は>>11じなくなる。之はたし

かに記憶却ち経験の記録されTJものの始で、その錦将来の活動が改めら

れる.吾k は今こ‘で植物の運動法を特記する必要は認めないのである

が而し動物のごと::(~えヱの成虫の様な固着動物が多く |眠ったやうな構

成金有するi!.!}iに於て植物に類して居るやうに動物は植物にi隠れて居ると

云ふ司王が出来る。相似のうちに類似金認める ことは常に必要なことで必

り、叉有益な事であると思ふ。而し之を?誇大して非常に相遣の有るもの 4 

t.e不明にするのは諜 りである。 緩i慢であるこ tは植物の毘の性質である

自ら管養が出来るやうになって居て別段彼等は材料4甘さがし求めなくて

もよい。l准Tご自然に地中に浸みわたって仮に来乙姫額ゃ*-と、葉の上t.e
吹いて来る本気中に害する炭酸瓦斯とを絶えす予庁し く供給され当ばよい

のである o 元来識者である動物が同等の完全の域に準んでゐる間に、 植

物は航痔してしまった。 F級のものにな るとたくさん例外がある、彼の

原始的の藻類の活躍に詠ぎ援強やゴぷぷぷ之よ之は回着してゐ るので植

物のや うに運動が不活漉である。而し雨者の昆の針照l;tそごらを'走りま

はって居る犬やJi¥ij等と庭闘等に植えられて居る庭木等や見て もわかる し

不活織なプナの枝に活瀧に跳ねまはって居る栗鼠に於てよく此の艶照lt.e
見る事が出来る。

。
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自然界を動物界、植物界、餓物界の三界に分かった瑞典の碩製リンネ

の例を借れば、 鉱物r1/1f討ご成長するのみ、植物は成長し且つ蓮動する物

と云ひ、而して動物は成長し生活し且つ運動するものであるとなして居

る、即ち其の動植物の根本的の相違は運動の有無を以t動植物の匝別と

なして居る。植物も動物のやうに生活して居る各地の縞物は其の地方・の

外界の僚{tloに膳じてその生活!伏態令適膳き して居る、その趨躍して居る

庭には動物に於て見るやうな生存競字がおこり叉相互扶助があり同じゃ

うな根本的の生活作用舎なして居る。植物も亦動物と同じゃうに自個保

容の本能があり同じゃうな外国の要素や織承が個々生命 ~tlil]するのであ

る。悲に例をヲ|いて考へるならば鳩に於て新奇型金見るやうに新しい鐙

化は新のサンシキス fレにも見られる。植物は繁殖し一般に其の親の性

賀会継承する。動物に於けるやうな相E間係が同じゃうに絶え歩世代よ

り/I!代へと結び付て居るのである。植物界でも動物界と同じゃうに自然

に個体よりも種放会守ってゐる。斯様な論結よりして吾々は一般に植物

は全く昆の生活舎なして居るtjo/Jtごと云ふ司王令感じ得るのである。

動物が生活するに嘗って外国の航況に感ぜん錦に色々な特異な策略や

するやうに植物も亦その生活に首って外周の朕況に膳じて特異の策略令

なす。植物の行動は動物のやうに全く良の意義に充ちて居ろゃうである

と考へられて動物ではその行動が智的行憶のある事を表はし植物では諮;

僻された趨向性の結果にすぎないのである。瓶子植物のタヌキモが援態

令やる黙は蜘昧と同様であるやうに植物も動物の知くに所謂I~霊身術をや

った りすごましたりすることが出来る。モウセンゴクやハヱトリグサ等は

信用して居る鹿の毘品噛み.1こ来るのを待って居るやうだ。白蟻は浸入者

の顔に イヤな汁を!噴きかけることはよく 見受けられる事であるが之 と同

様に植物は有毒の悪臭ある物質令分泌して敵ぞ防ぐ、例へばイラクサの

トグの如きはそれでトグの先端に蛋白質の毒液が入って居て人体等にさ

さって痛みを惑がる。まTこモウセンゴ・少にあっては此トグが非常に登育

して居て中部を維管束が遇って居て滑化液を出したりするのも此の例と

して見ても差支へないであろう 。

互に利益率会交換する会待って 居るやうな揚合は例外であうて、地衣類等司

令' に於て見る所である が各A の麗はそれ自身の矯めに生活し、きれも他の

ものの矯めにするやうなことはない。プアヨナやヒヤクリコウ等が花に

蜜令有するこ正は衆知の事であるが之れも蜜蜂や其他の昆虫にやゐ矯め

でなくして是等の昆虫を して花粉~花から花へと運ばせて受粉させるの
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が目的である。

動物に於ける反感は趨向性と植物の反感作用との間jには揖接な闘係が

ある植物に於て重力に劃する反感や向地性と云ひ叉縞物根の温気に劃す

る反感や向課性等と云ふ事は吾人の既に知れる所であるc 而し!犠は眼と

云ふ特別な硯提器で燭火をみと吟j肱縮筋と稽する特殊の運動機で運動し

これに特別な紳経と云ふ誘導器の作用吾作って来るが植物の恨はこんな

込入った特別に分化した構:造や有して居ないのである。斯様な期iより見

ればダーウインが動物の腕と植物の根の先端t令比較したのは無理でな

いかと思はれる。動物、植物と云ふやうに二つの自に分れて居るとは云

ふものの元 ~t，こ Jせば同じ生物である。その相似一致は醤然であるが考

へて見ればその各々が様々の態様を以て各々異なった生活版態岳山.て生

活して居る事は異に宇宙の如諦と云はさ'るを得ないであらう。

(1930.4) 

生物準界とエスベラント

決3 ムラカ三、マツユキ

@製問に園境なし?一一、

私わ科率的理由に立ってそれ令否定し得る質詰をや握っているけれを

も、それわ此の揚合に別問題として、今でも摘んに観念論的その遁の人

々から青筋立てて騒がれている何とか主義や何やら思想が、それを盲滅

法に拝んでいる連中が罫見ている様に質現出来たら何うか知らぬが、少

くとも現在に於てわ「事園に園協なしJl:言った研で、事買わ大いに図

境~作っている。而も極めて厳重に園境や作って卒然た り とわ、些か可

笑しい。良賞に事問lこ忠置な謬者的態度の者なら、こうした大きい矛粛

に射して公償金感守るであろう 。慰問と言えば釘論それわ凡ゆる方面令

含むものすごが、今これ金躍に生物製界に就いて見る時、 「昼寝間に園境な

し」と主張し、そしてその通りの事賞金程明し得る人が、それ程に大j加

な人聞があろうか?

私わ墜聞に園境を作れ tわ言わない、た't:徒らに口先ばかりで接問

に国境なしと騒ぐ代りに、真田質にさ耳聞に園境のない事質を作って欲しい

と言う。

e 
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今の1伏態に於て製問に国境なしとゅう言葉わ、郎ち墜問の国際性を

言ヲー一一一こんな事わ誰でも知っている事75tJ私が、問うのはさ てその

国際性が事貨なりや否やと言うことすご。siIJえば日本に於て今此鹿に「栗

の質の政と樹齢に就て」と 言う論文が護表されたとする。それが果じて

国際性を備えてさをW'界の生物製界に隅々まで反響そ111-ぶであろうか?

私わ残念乍ら「否ー|と言うd いや、その研究そのものに国際的に遊表す

る偉大さがないとわ言わない、その霊表する方法・に園際性が全然ないと

言う意味である。日本語を使って輩表する。生物接合研究する全世界の

患者諸君に分るか?

優秀な喜昼間的研究の結果を日本語で護表する、イギリスに分らぬ、

ドイツ人に分らぬ、イギリス語にホンヤスするか? フランス人にわ読

めぬ、 ホ・Jレトガノレ人にわ分らぬ、まして印度人にわ何の事やら分らぬc

ドイ ツ語にホンヤクしても、フランス語にホンヤクしても、少 k わ違お

うが、原則としてわ軍にそれ等の図の人間に7ごけしか分らないの こんな

有様で製問の国際性とゅう事買を君、わ認められるず?でもない と思う 。

撃問とゅうものわ、もっと全人類的なものであり、英首に国民を超越し

た偉大きやもつもの、また持たねばならぬもの と信守るけ

現在lまきに、そしてそれわ誰が如何に頑張った所で此底100年や500

年でわ何うにもなら お、接間の圏際性を妨ける園語が寄在する問、ほん

とうに「墜問に園境なしJと断言することも出来ねば喜こぶわけにもゆ

7J、ない。

事理とゅうものわ、そんな理由によって園際性伝妨けられるこ とが

余りにも惜しいてdわないか!

@日野教授の話から一一、

康生諸君わ誰でも知らるるであろう、日野教授が微生物の研究で世

界的に様k の貢献を既にせられ、また盛んにしていられる事令。私わ 2

年生の終りの或時、日野教授が講義の序に話されたのや聞いた一一一私

わ此の事について其の後も研究を盤表したのですが、みんな日本語ばか

りで~7n:いたものですから外園入わ知らないので Lょう。(パンフレツト

や接生に示し乍ら)、これを見ると「日本の日野わ其の後一向に研究令

鐙表せぬJe書いてあ ります一一

日野教授があれだけの研究家であるt:けに、その外国人が言った「

日本の 日野わ其の後一向に研究令護表せぬ」 とゅう言葉が事賓とわ思え

ない。それ程に気の愛り易い事問的探刻味のない日野教授とわ考えられ
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ぬ。そして日野教授自身わ其後もその事について霊表したと言われる。

墜問に国際性があり園境のないのが事質なら、一体こうした矛席わ何故

起るものであ.ろう?，そうした世界的に渡表するパンフレヅ トに「日本

の日野わ…」と、さも其の後の研究伝言、っている様に繋命たてた人も人

行が書かれた日野教控その人こ そ必要もない迷惑であったろう 。程、ゎ、

少々例のとり方が悪かったかも知れぬが、ともかくも事狂わ事自:としτ
慰問に国境なしとゅう苦手買を'認められぬ。 l浪られているのでわないか!

独い国語とゅう障壁によって事問の園際性が妨けられているじゃないか

@それでも承知でき主ユヰ公一、

特別なツムタ曲りなら何うか知らぬが、人間わ誰でも同じ様に願って

いる。一一「少しでも楽になりたい、もうとかし喜.こびfこb、、卒和にした

いJ一一私わその事賀会見る、人聞が生きる震に闘い生きるために苦し

む事そのものが、そうなろうとする希望やもち願令もっτいるからでわ

ないかc その諮掛にわ、そうした願舎もって頑慌る人々が、何うしても

遁付かないとゅう気分になった時、石川l底本の様に 「働らけ合、働らけ

合、前我が生活楽にならぎり…」と自分の手を見つめ自分の姿をみつめ

自分の頭を考え て大きい失望や感宇る、」呆てわ自分の融純金棚にあ ~Jて

唯耐:舎の故陥なりと叫ぶ様になる。

まあ、その人か祉舎の快陥かわ別と Lて、とにかく人間わ誰しも同じ

棋に願って同じ地球の上に住んでいること や考えねばならない。

所て予ムゎ、他の塁昼間でもみんな間様でわあるが、生物接会研究する

目的わそもそも何であろうか?理窟令言えば駿限りなく 言えるが、要す

るに、 「それや何とかして人間t~~活に服用 してみよう」とか、 「その結

果金利用したら何うなろうか」とゅう様な気持金もっている事わ宇われ

ない。

観者わ、自分の研究や輩表してそれが墜界に幾分でも新らしい~貰

を提供し、またわ1也の研究者に利する所があれば満足である、自分の利

益止か何とか別問題?ごと言うけれきも、それでさえも結局わ人間に劃す

る何等かの利用とゅうことが含まれてわいまいレ。私にわ何うもそう，思

えてならない。

7ごが、若し人間令利するとゅう様な気分を全然抜きにして、ほんと

うに康問?とけのための研筑7ごとしても、それぞ慰問とゅう大きな立揚か

ら考える時、イギリスにもせよ、ドイツにもせよ、イタリイでも人穫の

別と顔色に闘ら争、新しい研究珍らしい研究わ全!日界の皐界に稜表す る

。

ま



53 

ことが慰問の輩展 tか進歩とゅうものに錯する嬰者としての墜者らしさ

で5そろう。私ゎ、その研究令誇り顔にしたり見ぜ物にする漏に霊表せよ

，叱 とわ言わないが、占もかく研究され勝界に何等かの貢献もできようとゆ

うものわ、喜男問を早〈護展させ完成させるために大切なこと1:e.信守る

嬰問の国際性とわ、そうした意味に於て必要Tごとゅうことを私わ考える

所が、前に数項書いた;様に、慰問わ園語とゅうものの震に国際性を

邪魔され、巌重な園境ぞ奥えられているでわないか? この事質を何う

する? それでもさ基問に園境なしと言い得るであろうか? それともま

た、そうしたこ とを承知して見逃したり出来るTごろうか? 恐らく誰で

も閉じことであろう、私の様に、計tでもが喜昼間の園際性を毒事重するため

に、此うした国語に限られる接聞の園境~何とかしたいと願われるであ

ろうと信守る。

@園語~慶11::せよとわ言わない一一、

車、等が持って生れた国語、民膝語に劃・する天分、それを根本的に打

破らない限り園語、私等の日本語を支那語に代えようとしても出来得る

ものでない。まして、そうした素質令もち天分を有する日本語民族が早

蓮ここ 500年や1000年で支那諸に代えてしまうことわ不可能であろう。

たとえ代え得るとしても、その過渡期を知何にするかわ重大問題である

日本人百けなら日本語ですむ。イギリス人がある、ドイツ入がある

北わエスキモ南わジヤパ人まであるでわないか。いくら紹劃の権威やも

たせて墜問の国際性を主主ぶとて、そうしたムダ手間令かけて国際や民族

話会腔止するとしても獅に小*UIJ~" の効果もない。若しそう した無茶会

考える程の人聞があったら、よほきのメヱトルが建った人間カ、それ とも

櫨勢と関越によって他の者を屈従せしめようとする人k であろう。そん

な人k がそう浮IlJあろう筈わない。もっと分りの好b、人間7ごと思う。

接聞が園語とゅう障壁で盤〈聞きれでも、国語を慶止するわけにわ

行か-t-、すごからと言って此の鑑みすごしにわならね。人類わ大いに考え

る。

@慰問の閥際性とヱスペラント一一、

製聞がそれ1:けに人類的に大きい貢献と必要を持つにも閲ら歩、そ

の国際性が言語によって全然相距てられているとゅうこ とわ不合理であ

り不都合極まるコきればと言って我等わ国語を捨てて省みないとゅうワ

クにわゆかぬ。嫌に、民放・自決とか向由意志とか言 う雛かしい心理が蓬

い始めた現代にわ、圏諸を他の言葉に伐える等とゅうことわ絶封lこ許さ
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れえない。だからと言って、墜問の国際性令書孝重する者に、それぞ無硯

することも無くすることも出来ない。プごから問題わ大きい、離かしい。

そして此庭に、少し注意する人わやがて考えつくことであろう F そ

れが印ち国際補助語である。 此鹿にまた或質例をとって考える。 ["制l胞

の染色体数による作物の品種別に就て」とゅう研究論文やま とめて殻表

しようとする。釘論日本入が研究論文を護表するのわ日本語会使うのが

嘗り前である、誰に遠慮もいらす3気粂ねもする必要経霊まになし。正々堂

々日本人わ日本語で論文守護表しなければならぬ。わざわさ'不得要領な

イギリス語やドイツ詩で畳表して、:1;)Jつて隼い研究の真相や誤る様なこ

とがあったり、 表わし方が不充分なこ とがあってわ、それこそ墜聞の国

際性伝傷つける事も大きいものと言わねばならぬ。また、イギリス語で

わロシヤ人に分らぬ、ドイツ語でわ支那人にわ理解できぬι

けれきも、前に主;:し、た様に日本語で書いたものわ日本人以外にわ分

り難い、そこに園際性令失うと言った。すれば、日本人としての研究会

日本人らしく日本語で笹表すると同時に、それや国際語で登表すれば普

い。君、当事わこう 考える、そ してこれこそ全世界の人間がお互の個性守主主

重し乍ら而も国際性とゅう大調和を保たせる理由となる。個人と多車交か

らなる世曾、個人的自由 と枇合的連機会同時に守らねばならぬ人間ゎ、

それを全世界的にみる時に、民族或;わ国家的自由濁立と副際的協同調和

を破ることわできない。そしてその錆に、私等わまた園語の濁立自由と

園際語の傘重を考えねばならぬ事わ醤然であろう! 害昼間に於ても、殊

に生物製に於てわ今少し此の~lilこ強い 自覚が欲しい。

日本人が、西洋人の 7 ネでなく濁創的な大研究や完成した時、日本

の生物撃者の卑怯な態度よ! 日本語で堂々と殻表すればよいのt::。そ

して、 身昼間の園際的箇値を失わせない錦に、卒等な、紹射に屈従的な気

持のしな U、国際語t.r以て輩表すれば充分光。日本の生物愚者にも、それ

7ごりの自信と敬虚の気分が溢れて欲しい。

そこで、国際語として何を選ぶかが問題であろう。不~\わ極めて軍縮

にヱスベラント令使えとゅう。日本語とヱスベヨントや使って盤表すれ

ば、それわ早速に釜lJ:!:界の何庭の園えも響ドてゆく。今もう既にエスペ

ヨントわ園際語としての理論の時代を過ぎて、さーんさん貫用されてい る

盛んに話され、書かれ、歌われている。そのエスペラントを使って護表

する時、それにわイギリス人もフランス入も、みんな卒等に中立の言葉

によって、誰に屈従t.rも感ぜが誰にl[~~自もいらす3、全人類が同じ立揚に

~ 
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立つそれぞれの人格者として一様に製閉そのものの恩惑ぞ受けてゆくの

すご!

ャ @エスペラント会紹介一一、

西暦1887年、ポウランドの片田舎ピヤリストヅクのザアメンホフに依

て蛮表された国際補助語であるエスペラントわ、ゑj論何れの園の園語で

もない。絶艶に中立語であり市ち各園語の特馳長所令持つ穴もので共通

した所がある。習うのにわ極めて簡単で、日本の中等墜生が英語-i'無理

矢理に強制される様な調子で教えたら 2か年もあれば読書、作文、曾話

に充分自信-i'持てる能力がつく。中~;皐校で英語に苦しめられ、更に失

趨な誌ながら再び高農で英語に悩まされる人 k -i'，思う時、何百か大きい

不思議ぞ感余るつ何うせ現代英語にホンヤクされたハムレツトや其の他

を読む位なら、少くとも専門的に英語のものばかり研究するのでない限

り、私わエスペラント誇のぞ読む方が知何に都合よく分り易く而も原著

の真意ぞしっかりと摘めるか知れない。

イギリスのスデツド氏わ「シヱクスピアのものわエスペラントに依

って始めて完全にt世界に紹介された」と言っているの古典的なものの他

に、ごく最近のものでわ、定めし諸君も新聞紙上で見られたであろう

「西部戦線異常なし」まで私等わエスペ 三ントで読む。エスペラン トの

話令すれば、中にわ、 「エスベヨントで:書いた書物が出ているか ?J等

と、あすごかも「ありわずまいが…・・」とゅう顔付きで反問する入もある ・

が、何しろ始めて渡表されてから僅かに43年、日本に紹介されてから23

年にしかならぬ割合にすれば、エスペヨントにホンヤクされ或わヱスベ

ラント原作の審物わ置に英大な数であり、恐ろしい勢で戎からさ欠えと霊

行されている苦手を知らねばならぬ。

現在、全世界的に見てヱスペラントが一番盛んに使われているのわ

慰問とゅう方面でわ塁手製、世曾科接、楽塁塁、等で、交通事業或わ通信方

面及び枇曾運動方面の賓用わ異に素破らしい勢であゐ。紙面の都合や題

目がそうしたことク目的としているのでないから詳しいこと俗芸:j;、ない

がとにかく此の全世界的大勢令見逃すことは不注意の極みと言わねばな

るまい。砥に最近著しく盛んになってきたヨヂ才やトオキイでわ、何わ

ともあれ園際語を使わねばなら歩、ラデ才等ゎ、日本わま7ごそうないと

言うかも知れぬが、エスペラントを使っているし、最近アメリカでわト

オキイをエスペラントで製作し始めたとゅう報告を私わ受取っている 。

若し諸君が洋行するならば私わ高園ェスベヨント協曾の全世界各国に網
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や張っているエスペラント代表委員に逝知して、 諸君の目的が完全に巣

せる様御紹介することや厭わない。

日本でわ、現在の所「日本エスペヨント皐t曾」及び「全日本エスヤ

ヨンチストl隣盟」が最も大きな闇体であり、前者わ東京牛込匝に後者わ

東京西大久保458希望祉にそれぞれ本部をおいている。今、の所でわ日本

全国でエスベヨント金話しまたわ使っているエスベランチス トが僅かに

10高しかないそうすごが、今の勢から見れば生、5年のうちに501-高や突破す

る。政府でもエスペラン ト争中等感校に記長しし英語等を減じ或は鹿u:し

たい tゅう 意見もあり調査されているとゅう。外国では各感校に正科と

して数授している園が多く、成績わ非常な好結果をあけている、但しこ

れも詳しい記事が書けな いのわ残念である。また後日何かの機曾に謡ろ

フ。

日本でも、エスペラントが盛んに研究され賞用されているのは盤製

界とna:曾科墜及び耐:曾運動Ji面の様である。ヲ定感方面でもかはり j主目 し

て来始めたが、ますご満足できる態でわない。但し;考え違えてならないこ

とわ、エスペヨジトわ別に思想と聞係があるとゅうわけでわない事1:。

言語わ道具であり色k な人が習い色々な人が使うことわ他の外国語と盤

りない。釘論それわその筋からl直ま しい様なものもありわずるが日本語

や英語ドイツ語に比べたら物の数でもない。危険な tわ言語でなくてそ

.の内容やその事置のこ tで、 そうした事を筑紫ねしたら日本語や英語ド

イツ語わ最も危険であろう。そうゅうことも考え今に、若しエス r.::5ン

トの研究.æ!1，I~迫したり弾盤したりする者があったら、そうするその者こ

そ冶安維持法で制裁されるであろう、何となれば、園家わ立・ほなもの善

いものをうんと盛んにし繁らせて、自然の力令制用して不足や補ひ悪い

もの令制する様に出来ているであろうから。これわ、私等が畑の草ばか

り取るよりも、草が生える際がない様に作物会育てる方が賢いと閉じすご

から。農業金知ってる者わそれ位の気が剥いても首り前?と、自然 (Jj法則

に2種わない。

話がそれたが、以上に依ってエスペラントが大体εんなものかとゅ

う事わ知られたと思う。倫ま7ご詳しく 書けば、自然のうちに諸君が知っ

てもらえるのナごったが、世界のエスペラントの大勢、日本の大勢を考え

て諸君が気付かれる貼わ何であったろうか? 最初に私わ「墜問に国境

なし」とゅうこと舎者N、ておいたが、野接とか最f:曾科墜等や比べて考え

る時果しt何う感じられるかが諸君の顕能金物語ることになるであろう

--

C 
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ラデ才やトオキイに国境があるであろうか? そしてそれ等のものが闘

境会超えて全世界の全人類に侵入してゆくのに、現在一番困っており、

，，'V 改革し始めていることわ何であろうか? 支那からの電波令ヨヂ オで閲

いた諸君ゃ、ラツキイス タア或わその他のトオキイ令見られたであろう

諸君が、而も*等感校で4年も 5年も英語でとっち められて来たとゅう

のに、額づけたであろうか?

私はここで英語やドイツ語が惑いとも言わぬ、またそれ令排斥わし

ない、 fこ?と、ほんとうに国際的に進出する謬11'¥1が曜にドイツ諾や英語位

なもので完全7ごと言えようかと言 う意味である。

此の意味に於て、 ヱス ペラン トが生物墜!R-に採用され、大いに利用

され、生物製がヱスペヨン トに乗って国境ぞ越え人種金越えて全人類に

徹底しτ行く時、そこにニそ生物製そのものの目的も・達すれば また事問

的完成にも近ーや くであろう 。

@僅かのゐE問?ーーー、

私が此うした司王を苦-けば宣僻ナごろうとクナス人もある。然し、人類

とゅうものや無税 して凡ゆる皐聞の在在する理由があろ うか? 今わ昔

と時代に於て大きい距たりがある。感問とか研究とかゅうものが一部少

数の専門書答者に専有され濁占されるべきものでわあるまい。善い意1*に

於て、大衆に根を下した接聞こそ、員にそれらしい目的も謹せられば、

また撃閉そのものも登展準歩する謹度が早まる。馬鹿も 3人よれば'文珠

の智惑とわ明治雄新を一期として腐ってしまった言葉でもなければ事官

でもない。

きればまた此の生物製が、あまねく全日本人に徹底し;研究さ れ理解

されることわ最も大きい強味であろう、民衆性のない生物壊が果して人

聞の研究ιている目的であろ うか? 此の方面の例究主賓行とは等しく

生物製&研究する者が徹底的に考慮する必要があろう、そして日本語t

~ . ゅうものを今より以上に日本民衆のものにすることであり、園字改良1111

題もまた園語整理問題もまたそこにある。そうした考えも忘れて関委!i-a'

研究し養護や研究した所で-、それわたすご自己満足にわ終れようが民衆わ

それで承知しなくなろう、殊にその研究費が国家の税金から支出されて

いる揚合iこ於て。

これぞ全人類に徹底させ了解さ せること は、国家 とゅう狭い所から

もう一歩大きく底く乗り出してゆくことであり、異に・型的研究が完成さ

れる近道と言わねばなるまb、。轡嬰 もその他の全世界各跨にかけて準法-
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するものが誼明していること花。此虚に此の意味でエスベヨントを研究

しエスベヨントを利用して生物・撃の徹底守岡ることは、エスペヨント論

者の宣惇かそれ とも生物製そのものの債{直に関する問題か令知つ工頂け

ると思う。

エスペラントわ人造語Tごから盛謹 しないと 言う 人もあ るらしい、自分

が英語やドイツ語や充分に使えるからとの理由でそうした事会公黙 とゅ

う人k があるとしたら、利己主義もまた甚?としい哉、これこそほんとう

のプルジヨアであろう。 早 く歩ける足舎もっているから人聞の遣った自

動車に乗らないとか、飛行機は人聞が造ったから護達しないと断言 して

省みよう止せぬ人聞があるだろうか?

人類の要求を綜合 し希望を充た し、世界各国語の美蜘会採り 出して

遣ったヱスベヨントが人遺認なるが故に琵謹しないと言 う科準的根械を

示し得る人があろうか? 小墜校から習ってきた園語わ、全日本人があ

の通りに話しているものすごったか? 東北帰あり鹿児島語あり、それ等

の各地方語から美器~そ集めて人聞が起ったのが日本の標準語である 。今

諸君が勉'lffiLてい るドイツ語でも英語でも みんな然り、而もそれが、そ

れわ幾分歩つその地方地方の説り が混ると しても、鹿児島の人々も信州

の人にも土佐の人にも話されるし聞き分け られているでわないか。人聞

が遣った言葉でも標準語わこの様に使われている、それわ小理窟でなく

て大きい真理?と。

此鹿に riカンに付くカイガ ラ虫の甲介についてJとゅう研究論文

を鹿児島諾で出版した t棋準語で出版したと何れがその目的lこj蛍うであ

ろうか?

私わ日本語をやめてエスペヨントに代へ、英語会捨ててエスペヨン

トやとゅう風に世界の各国語令排してエスペアントた't:一つにせよとわ

言わな い、 エスベラン チストわそうした不合理や非科接的なことわ主張

‘ 
、

4 

していない。日本人が、小墜授で習 う様な標準語を話せ乍らも、やっぱ ・5

り鹿児島語や 日向鮮そ話す様に、人類わ誰でも、その民族語や閣語や最

も上手に使うと同時に、他の人種や国民にわヱスベヨントを使わねばな

らぬと言うのである。

Tごから国際語わ英語や ドイ ツ語そ用いてわいけない。何故かなれば

そうしたら英国人や l-'-1ツ人わ得令する。日本人やフランス人は非常に

大きい損やする。人聞は髪の色がtJ(色でも黄金色でも或わ美 くしい黒色

でも、そんなことで上下の別わないυ 卒等?と、みんなLp:等750みんなが
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劃等の地位に立ってお互に理解し合うことが卒和そのものの第一歩750

まさ かの場合にわヱスペヨン トなんて言葉わ使うま い、 t波宇となれ

v ば候約も何もないと言う人もあろうが、然し園際信披やその他わ何うす

る? よほε無茶な人聞か横暴な人間でない|眠り、ほんとうにお互が理

解し合っていれば戦字わ起らない。そしてその理解の遁具わ卸ち言葉で

ある。

一切の疑問 も反劉・も 、詳しく人聞を者へ、或わその人自身が自分のこ

とや最もしっかりと考えて見れば、ヱスベ ヨントを使う必要が充分に分

ろう。

@来るべき生物感界一一、

エスペラントわ理論の時代でわない、まして狭k こましい扇見を以

て反劃・した り弾盤 Lた りする時代わ既iこ30年も過ぎている 。

事聞に国境わない、私もそれぞ信 じそ の事質令見る c 然も 尚ますご、

国境のない閣境のあってわならない筈の喜昼間が言葉 とゅうものに拒まれ

ている 。易担問のために人類のたまに大き い悲 しみである。

エスベヨントわ賞用されている。盛んに書かれ話されているつそし

て根のあるものわ伸びてゆく。

エスペラントや最も よく利用している響墜界を見る 、善い悪いの批

判わ別として、ヱスペヨント~盛んに活用している南場の第働運動令見

る。よりも 手近かにヨヂ才会聞く、 トオキイ 会見る o

自然科接会研究する者わ事質令観察するに最も探い眼そもたねばな

らぬ今宵然科嬰こそわ観念論でもなければ机上の空論でわ揖ませないか

ら花。生物製~(JJf:，iLする諸君が此の盟iに最も鋭い観察i恨舎もたれること

わ言 うまでもなb、。そ して、 生物堅そのものの準tI1護謹に貢献すること

冶目的とし、生物墜~遇して人類の幸掘と卒和ぞ貰ー現しようと努力され

る諸君が、ほんとうに生物摩守全民衆に根ぎしたものとするたあにヱス

ベヨン トを利用して園境そ越え民族を越えられるに到らねばならない。

日本の生物接界に此の研究あり と全限界iこ知らしめるに到るのわ、

生物撃者或わ生物墜研究の諸君がエスペラン トに乗り出して来た時であ

る。それだりの努力と信念のない所に、ほんとうの生物皐が長足の護展

ぞとけ進歩をみせるかとゅ うことわ頗ぶる疑問でわなかろうか?

同じく日本の!也の高等農林接校に於て もそれぞれエ スペラント の研

究曾等ができていて、他の高等感校や高等商業耳目;わ高等工業におけると

わ趣きの盤った生物接的方面のエスペヨ 子ノトに依る Itl界的進出を試みら
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れている p 播いた穣わ生えてゆく。時にわ踏みつけられ引きぬかれるこ

とがあろうとも、人類が要求する希望わ強い大きい。瞥・製界或わ}仕官接

界に/~・てエスペラントカZ最初lまそうした忍苦と弾監の苦悩やさえなめた

であろうが、而も倫かくの知き IJt界的大勢るう見る、私はますご特に生物堅

守研究する人々の曾に於てエスペラントの研究や企固されるに到らば著

しい進歩であろうと信じている 。そ してそうならねばますごま't:rtJ;付かな

いものでわあるまいか?

宮崎高等農林・製校tこ於て.こうした生物壌の研究にエスペヨント令

利用し始めるとゅうことわ最も大きい貢献を全日本の、全世界の生物墜

界に践すものであろう。

同好の生物壊砂i涜に準まれる諸君が、此の貼に大きい理解と諮問令

表わされる時が来た様な気がする、きれば随分と御i亡がしい身体でわあ

るが日野教授もまた私等の)Jを1111~ませて頂く載になるのでわあるまいか

ヨヂオヰコトオキイが今まさにエスベヨントに乗って国境

~越えている厳に、日本の生物製がエスペラントに乗って民族令越えて

ゆく日や想いつつ私わ此のペン令おく。

一-2590. 5. 29 農科3年敬室で一一

線葉のイむ撃

中 ヰf 詠‘

強烈な熱出j!を直射する太陽の下には、 i尚らんばかりのき李総の傘令諾し

て夏の生活を静穏と冷涼に導いてくれるのは、植物の御i廷である 。ZJJ人

は其思~無償で受取る事は夫に劉・して誠に申し課の無い事であると思ふ

まして、機利のみ令主張したがる今日の人類Jfd:舎の一員として.締215に

閲する研究なり設苦:なり舎なす事は蛍然の義務であると，思はれる。

夏と線、之れは着物にも、パラソルにも、ノレンにも、蚊張にもなく

てはならないものである、娘細が~~(気~俄さしすf ると云ふ事は、告人の

説提~遁してお柿l'上に夏を楽に生活せしむる最も重大なる34 と忠lまねば

ならぬ、それのみなら歩、ク'5̂ の中の絡色の飲物、化粧水の絡は其の

香味 と共に百人を雲~快にしてくれる、ホウレン卒、クロバーの葉から採

った業操業のエキスは天然着色剤 tして、 ア ニ 11 ユィ染料・~凌駕する良い

ゼ口、
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薬品として肱用せられtゐる。

植物体自身の生活上、葉絡素が総ての基金なして〈れる事は己に御承

知の事であるが、其同化作用~化感的に見る時、ヨ穴の様な鐙化~起す。

(1) (6COょ十6Hzo)n-→(C6HI20G+60z)n

(C6HI20(l)n-→(C6H10()心n十nHρ

又一説には、

(2) (GCOa61-120)nー今(C6H100O)n+(60z)n+(HzO)n 

(1)及(2) (COHIOO.i)n+nH20=川CoI-I，20d

卸ち生じたる澱粉は上式の如〈植物の輩芽と共にk:1IJ胞内に生歩る、

Diastaseの加水分解により可溶性糖類に盤じ植物令営養ずる ο

此の際太陽の光線や必要 とするのは其の紫外線を完全に吸牧して化撃

反躍を起すからで其他に、赤、概、結青の部分も11&牧して植物体に Ene

rgy ~供給する源となる、日rが赤外線又は赤外線に近い光線は葉線素は

之や遁過する事貰からして~の下は暑かるべきであるが、多厳重なり合

った楽令遁してからである故、光が弱くなって涼しさ会感するのである

若し赤外線を駿牧したとすれば盛夏灼熱の白光を受けた植物葉は焼~j と

程の熱令持つであろうが、其所は造物主の妙を得たる事であると云はね

ばならお。

春萌えた新芽tこlhisziZP刷の色時しく現れて赤味今及子て居

り且線の部も淡い色である。四月五月と過ぎ行くに従て{辺ntt;P11yll

の色も目立たなくなり、七月八月が最も織で軟には凋議して行く。之れ

は Chlorophyllの分量令示すと共に柏物の生活作用の旺盛な度合を明か

に示すものである。

吾等の夏休は植物の最も良く勉強する時で、此の事質は熱帯与地方程植

物の生育の旺盛である司王や見ても判る事である。

Chlorophyllの研究は190G-10迄、 Willst話tter氏により略完成せられ

た今葉を乾かして粉末となし、之をアルコール叉はアセトンに浸して浸

出すると、 0.95%の ChloroPhyllが得られる、之を焼tHi其約3%のMgO

が越る之れは高等植物も下等植物も同様である故にChloroPhyllはMgの

化合物である事が牛IJる。

澱粉、蝋と結び Cell内にある。

¥a-CJo1I7205N4Mg...青絡色…ェー・テノレ暦に来るもの
Chlorophyll ~ 

( b-C5oH.1"OijN4l¥匂・・・黄，協色…水府lι来るもの

割合 -a--2 
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-b-一一生可
Xanthophyll--す

Grotlon--L  

血色素との相!日開i

C_ い，._C 『、も_，、，，，---
C-----~ 可 \\ M~/日 ---......c

Z〉 N/ 山 る ¥N〈 5
C _____ M M _____ C 

C---.'¥ 、];'ρ-----.，¥¥C

~___N _// • ~ \\N___-~ 
{ -------ー一 ー-、----(-

Chlorophyll 血色素

構造から見た所ではI 、 Fe ，~ Mgの謹である、 J[11色素はグロプリンと蛋

白質とへ?チンが、分解して行くと、エチ才フヰリン (Ethyophyllin)

に鐙る Chlorophylも全く同じ方担?で分解すれば、 Ethyophyllinになる所

から考へて類似 Lた化接構造のものでなくてはならない。

其故我等;の血1の色は植物にとっては Chlorophyllに相歯する事になり

我等のJ!n色が良いと云ふ事は植物に tりて鮮かな絡色ナごと云ふ事になる

(以上) 昭五、五、二三、

作物の替養体繁殖に於けるこ三の

生理及解剖上の新研究に就て

松原茂樹

植物体の一部を用いて増殖や計るは植物の自黙現象に於ても珍しい事

項ではないが衣第に人に利用せらるるに至って故を増加し、必要の度会

加ふるは過去の長い事賓と、路用植物患の進歩とにより て明かな司王であ

る。

皮ー業 1-:あらゆる方面で此の管益体繁殖は行(まれて居るが、殊に利用の

肢〈多いのは果樹園謹及桑樹栽培・等の揚合で、之等{;1:殆んを総てが営養

体繁殖に他らないコ

従って従、来其:の方面の研究も決つして砂くなかったが、其の多くは、

根の再・生作用を促進する事項とが、相互の親和力の閥係とかの多くは賓

験的結果が護表されて居たにすぎない。

而し此の重大な事が-k賢験的事項にのみ俊たなければならない様で

は、;将来新種利用上不便が多々ある。

ο 
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然るに最近に至って生理解者Ij上の砂l涜が段々麓表される様になった事

は甚だ喜ぶ可き現象と云はねばならない。

次に之等の内二三ぞ紹介する事にする。

1、茶樹其の他の接木に閲する生理解剖的研究。

竹内叔雄 (熱幣農皐曾誌、第一巻第三披 Dec192fl.)

氏は組織の比較、生理的刺戟等幾多の研究事項を掲載せられ頗る重要

な論文である。

其の内持率のーは濁逸の Proff，Gleisberg 等の種々の葉ー澱~利用 して切

面の細胞組織の分裂ぞ盛にならしめて活着並iこ癒着歩合や良好ならしめ

んとしつつある事項に就ての質駿であって、質際的には未だ成功ぜさP る

も、賓験的には良好なる成績を表はす会認め殊に MgSO.a Mg(N03)z

十MnS04 を用ひた揚合は然らざるものに比較して約 2倍の護謹せるを

示されて居る。

衣に解剖方面に於.ては接木の困難な るものは一般に導管小形にして水

渡の轍迭の困難なる巻鏡検せらる。

されで再生作用と接木着力の難易植物の比較せられたるに其の間何等

の差異なく、却って導管の小形のもの程良好なり とせられて居る。

衣に生理fj・面に就ては組識内に車率の量の多少に就て研究し其の少量

なるものは癒着良好なる巻臨めらる。

其の他フエノ-)レ類、酸化時素の量、其の寄在に伴ひ細胞の119'1良作用

ぞ盛ならしむ可き酸素の量当事は何れも難易に闘係のない事令報じて居ら

れる。

此の事項に閲しては街賂来連結研究の要あるも兎に角近時此の方面の

一葉蹟である。

2、F，F.Halma， Quantitative Cifferencesiu Palisadetissuiu 

Citrus Leaves. (Eotanical Gazzette， VOl.87， N 0.2， March， 1929.) 

著者は柑橘蹟の重要産類及品種の12陸に就て其の比較解剖的1jff究を行

った結果、 葉の棚服組織の厚いもの程勢力旺盛である事を臨め 、其の護

根力との闘係に就いてもかつて Swingle氏の行った Leaf-cuttingの成績

と封照し、概組織の厚νもの程大である事ーを認め、且葉の厚さと周園の

事情に就し、て研究の結果日蔭のもの|場面のものより薄〈、方位、上下に

よっては差異なし、 葉の成熟期に依つては大なる差異あって成熟せるも

の程厚い事令報じて居る。

決に其の成績告示す
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Variety ~a mple No.o[Leaves 五Iean Sl'and.Devia1ion. 

Chalcas exotica 1 45 31.9土0.21 2.J土0.15
Citron 1 30 30.C土0.31 2.6土0.23

Eureka lemon 11 354 28.8土0.07 2.C土0.05
Lisbon lemon 30 29.C土0.28 2.2土0.20

Rough lemJn 2 30 28.9土0.24 2.0土0.17
nusk cil'ranr;e 1 39 27.6土0.21 2.0土0.15

D:J.ncy tangerine 1 30 25.G土0.29 2.4土0.21

Hot1r or:J.nge 2 30 24A土0.25 2.1士0.13

Valcncia orange 9 290 23.8土り.03 3.2土0.06

Washington Navelυrange 長 129 22.3土0.12 2.C土0.08

l¥1aγ5h grapef rui t 7 216 21.6土0.09 2.1土0.06

Sampson t'Lngeb 1 30 21.6土0.25 2.1土リ.13

Owιlri Eatum~ 2 30 20.9士0.19 ].6土'1.14

若し此の事質が一般的ならは将来姉木繁殖Jて非常・に重要l視せねばなら

ない。

3、F. E. Denny， The important of temperoture in the use of 

chemicals for hasteaing the spronting of clormant potato tubers 

]ourn. 1ncl. Eng. Chem. 1928 

著者が 250.種の薬品で琵芽促進に及隠す影響伝研究 し其の結果 Soclni

111 thiocyanate及 ethylenechlorohyclrinの二者が最4有効である事を確

めたの

特に軌播の Potatoは護芽不整で困難するが之や SocliumthiQcyanate 

の1%水溶液に一時間浸漬するか又は ethylenechlorohydrinの40%液30

源や 970頭Rの水や加へて 1時間浸漬し24時間格閉すると護芽を整ーに且

二ヶ月早〈護芽すると云ふ。

其の後の護育もQp良くなる、かく温度が競氏32度以上になればよくな

いと云はれて居る。

叉紫丁香花，海裳の類、蹴倒l等の休眠1聞にあるものを 100立の窓聞に

劃し ethylenechlorohydrin生0%の波10源又は 2.5腕会用ひて:!4時間瓦

斯に曝すと直に休眠は破れ開花会促進すると云ふ。ι 此の質l喰で花期~2

週間からニク月早めたと云ふ。

市デニ 一氏は何れの薬品も塊輩1プツセ Jレに劃'し 5-10仙で底理 fされ

而も害はないから経掛的に質行出来ると云って居る。

之に闘する論文や下に事i-いておくから御ー設を願ひ度い。

Denny F. E. -Hasting the sprouting of clormaI}t potato tuber.s' 

d 
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Amer. Journ. Bot. 1926. 

一一 -Secondreport. o.n .the use of chemicals fOr hastcning' the 

spouting of dormant potato tubers. Do. 1926. 

ー一一 -Effect'of .thiourea upon bud -inhibition and .apical domin-

ance of potato. Dotan. Gazz. 1~26 . 

. Chemical treatments for shortening therest period .of 

poトgrownwoody plants. Amer. Jour. Bot. 1928. 

ー Localizationof response of wooclY' tissues. to chemical trea-

tmeuts that bcak the rest period. Do. 

ー- Th巴 importanceof tenperature in the use of chemicals for 

hosting the sprouting of clormant potato tubers. Do. 1928. 

倫ローサ氏も化製薬品を用ひて宜織を行ったが氏は更に質用化を目的

として行ったと報告して居る。 Ethyleneの400分の 1乃至1200分の 1

の瓦斯濃度でJ~{穫後四週間庭理す:ると成熟状態の塊茎の休眠巻破り 護芽

~早めた。

向小薯左大薯の切ったものとは後者の方が良結果~ J&めた。

以上の外 Sodiull1 tbiocyanate及び Ammo凶umthiocyanate は毒性ぞ

呈し、 Ethylbromicleは促進しても賞用的でない oSodium nitrate， Eth-

ylene cl ichlor吋 E は相官効果がめる。

此の外ロー サ氏は貯蔵依件と休眠との闘係.~も研究霊表して居 る 。就

中低温度は休!民をf!illらない事等霊表 して居る。

Rosa， J. T. - Effects o，f chemical treatments 011 dormant potato 

-1. tubel's.-Hilgardia 1928. 

ーーー - Relation of tuber maturity ancl of 5もorageactor司to

potato clormancy. Hilgarclio 1928 

4、Kostoff，D.-Stuclies on callus tissue. 

Amer. Jour. Bot. 15. 1928. 

茄科植物の異鴎問、異種間の搭接や行ひ癒合組織イト内眼的及鰯徴鏡的

に調べた。

接穂と砧の接着の組織は~if.木の方よ り護謹する、接穂の勢力炉旺盛な

る時は癒合;m*哉の下部に壊痘ぞ生Lこれが砧にf践がって惑に砧木を枯死

せしめる o ・ ソ

活着後は接穂は 木より勢力'~旺盛であつで、基部に澱粉の集積金な

:市之れ杭ll木に充分移行出来ないからである C 此の原因は接臨と砧*の
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化製性質が異なるがためである 3

・0此の雨者の聞は管養分が自由に通過出来ないと同様に色素も亦自由に

通過出来ない。

叉此の賢験中接木した事によって、 接穂の花粉の生成中今迄なかった

援な異駅な核分裂が行lまれ叉色k 異った子孫右?生すeる揚合があったっ

以上の事項は賞用迄には倫相嘗研究されねばならないが繁殖上頗重要

な文献と云iまねばならない。

〈此の稿は非常に急;な間に合せに作り上け・たものである、更に原本と

封照されたならば農患研究上利益される事が多いと思ふ。叉念、いt::tこめ

著者の意や充分抄録し得なかったかも知れない、葱に一言断つτおく〉

( 1930. 5. 29) 

キノコの伸長速度

建 穣 茂

毎日見て居る庭先で昨日迄何にもなかったのに朝起きて見ると不思議

にも奇妙なキノコがヌツ下生え出 Lて居るのを見る時、一体ごうして一

夜の中に生えたのかその伸長の謹度はきうかと考へて見たくなる。

筆者もかうした事質に遭遇する度毎に調べたいと考へて居たが今日迄

機曾会得なかった。所が最近五月十三日に甲斐政質氏がーツ葉でキツネ

ノタイマヅなるキノコ 金採集して来て央れた。このキノコは愚名を Pha

llus rugulo~us Fishと云って、搭子菌の中のスッポンタク科に屈するも

のである。初めは弟・1闘 Bの様な白い製紙の塊令してゐるがや1I長すると

第 1園Aに示す様な長い管駅の虹色の童令生 じる。"Nfの上には鐘朕の蓋

ぞ被ってゐるが此の蓋の頂は少しく紅色であるが他は褐色で粘液会有し

非常に悪臭会放つ。重の上部の.h"Iま青II越の儀に紅色であるが下部は淡色

である I度甲斐氏が採集したものは此の生長したもの とも一つ若い球形

の袈形のものとのこつであったので五月十六日午後七時、ペトリ阻に入

れ室に置いた所翌十七日午前八時にはこの球形の畿は仲長 して完全なキ

ノコとなって居た。‘今仲長 したキノコ を測って見ると翠の基部裳の長さ

が 3cm.で葦の長さが 5cm.葦の長さが 2cm.であった即ち13時間の中に

7cm.仲長したので'あるが質際はもっと少し、時間に{IIJ長したものと思はれ

3・
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るが兎角慌の時間の中で完全な形となることが分る o

此れに闘l勝Lて Swanton氏は其著“ Fungiand How to know them" 

の中に へピノアンドウ Phallusaurantiacus菌に就いてや11帳の駅況令

窮民に掲って其の速度の謹いこと伝記 してゐる。此菌は矢張。前記のキ

ツネノタイマツと同科に屈するもので形も初めはキツネノタイマツの様

に闘い裂の形を Lてゐるが生長したものは長い藍を持つ様になる。今氏

の窮民主~j'笥輩に闘示すると第 2 園の様であるが、初め午前 3 時にはこの

キノコは字分地上から球形の袈令出してゐるが 3時30分になると此の裳

は大部仲びて割目や生歩る。 6時30分になると蓋の部分が出る。 6時44

分には蓋が全部出で更に韮の部も少しく出る。 6 時45分には長い~も全

部出るのである。@Ilち最後の 1分間に念、に{111長するものである。

以 t二つの例に就いて見るに筆者の観察では13時間以内に於いて完全

-，~D 

魚{jj
場シ宮参

な形になる事は明であるが叉 Swanton氏の例によれば 3時45分で完全

な形となるのであるから筆者のキツネノタイマツももっと少し、時間で11¥1

長したものと想像される。叉其の速度も同一で虫l~ く最後の撃の11 1 1長は短

時間で行はれるをのと考へられる。 (昭和五年五月二十八日〕

• 
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宮崎サシネ曾略史(結)

第十九回例合

時日 昭和四年)L.ott八日

場所横物資験室

時刻午後安u~，ヨヲ

プロゲ'ラム

i rm含ノ齢 凶本君主

H 諸説

1 キi~物ノ毛ノ淑療松本君

2 洋行ノ誌

m茶話会

11¥ 閉含ノ餓

談i寅機}}2:

杉原教授

久原忍

松木君1:1:植物の種々の毛に就きて闘

た以て示己れ毛なる Lの1:1:表皮の鐙化

ぜるもの1こして横物体に依り叉種lこ依

りて異なろからして分類撃上に於て重

大なる事与述べられれり。‘

ヨたに杉原教授は満場の拍手に依り て

iM上に立1:れ西洋人の霊訪日感情lこ就い

て Carly0 n Linne'の出産地なる スエ

ーデジから設かれ日キセ面白き笑い司j:1e

入れられて外人の人情を話されれ。叉

色なな我園芝大b、lこ:Rなる所、濁迭の

撃校制度等に枕告詳細に波って諮認め

ゆき0 '

~lfr乏して茶話舎に入り幹事の改選ら

行ひ、後テープ11/又ピ一手に花がI炭討を

含裡に終了 U:。
新幹事さして 秋吉沼 j良二

出席者

大iill君主 音二

市jf.上l主l" Jl~~一

入江君音ー

入江隆吾

杉l点数授.北尾数授、井上教授、佐

木々教授.中村助教授、r!"品j幼数t受、

松原助教授.遠藤助滋授.

服部、牧之内、与~tl崎、秋吉、村土、小

111、菊地、古川1.巾J3.下村、束、久

原 11 1Ji、丸¥11.1河町、明fEI.杉¥.L1、商

ノj点.回s(，岡"a:‘前回、 主主111・話1J1崎

大村奴口L炊江.松本、 手島、藤本

加政.四本.入江、以上凶O名

第二十回例曾

11キ日 l昭和四年十Jl二十六日午前十

-¥1年

1)Ji所合併教室

プログラム

1 ß~l舎の僻 秋吉;g.

11 す1・Vプミに就いて四本君

ul動物の人生 秋吉君

IV 新ヲマ 11/~lDl: 1 こ就いて北定数授

Y 微生物の共生さ掠抗遠藤助教授

AI すニブスペ|こ由化し、て 日野教授

諮i資織要

四本君1:1:米完全なろ研究が接表して

居られない「時ト Vプミ」に就いて研究

の基礎浴衣さ れれ。すト Vプミ 1:1:粕祖

自象t~!ι科す 1・ v プミ豆科に!蕩する L の

にして色々極績があリ之の南脅か造ろ方

法に就u、て訴されれり。某の詳細11:科

撃誌報十月 ~J/~ I こわりさ の事なり。

秋吉君1:1:先づ動物の母性愛1J，.多車交の

例ら以って話され¥ffMかのiJ)))作在日療の精
巣が人生の英れに似て居る Lのではな

かろう 1J'? -.:: i1!1べられれ。

北足先生1:1:ダーウイジの進化論も現

.‘' 
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在1'::.於て1:(其の儀全部めて11孟5ない

さ前提ぜられ1m皇室差異、突然鐙英、等

に論及f変動物め遺憾に闘し詳品!日なるお

話かあつれ。特1::其のi歯際に就いて F

イY産のイ毛リ(巣地に笈斑〉た例に取

り :お話わ り、 ~n ち其のイモすら11~i 所 に

楼ま Lめろさ笈或Eが段々 多〈なリ最後

に l 1. li{ {(~1è1!すさの事である、此の貰

僚ら有ずろイ毛リ G生殖除ら啓3iilのイ

毛リ l 二植幾へろ芝生殖腺11~本*回日包l こ !拶

響ぜらて托之れら普通のものさ受精さ

Lても築地に鼓誕のものでな〈焚憾の

ものが出来ろさ の事である、此の主主刻

l国ti.e前三反劉にするさ黄色の ものが出

来る等、有匁なる例1.e以って話さ れれ

・り占 ' ‘ 

遠藤先生 1 1.~主題の下に徴~È.!Í:m 1èニグ

一所lこするさ或物I!.病原性る増 し或物

11減ずる之 ‘大務菌さチプスl箇苦手の例

に依り共生のが京わり.英いでキ目指tiJ:

する病原微生物に，仇いて数多のlir例t... 

以って其の柑桔検;U:場合の結果1.e明

にされれ。指抗に依るさ其の結果11何

れか-;)の病原物が溺 〈なり叉病原性

ら失って滅ぶさの事なり .之等の誌の

後結論さ して之等互生捻抗の研究か進

ん7ごならIf農業上病原徴主主物の駆除に

迄及んで*'るであろうさ話されれ。

日野先生i吋n久蕗小撃校より先生に

研究や溜まれt:rすニフスペJIこ草加、て

お詰め リ ， す エ 7 ス ペ 1 1.撃名私 L~I Sio

sph:tera Fenzlii Reichar"tさ締 U 1I名

か「ヤプダマJiミミアプジ」さも郡し;!I;

の胞子116-9 Ml支11二枚わりて外皮、

11 白色内皮11補色た帯ぶ有毒紘物に ~I~

-1'して此の若いもの11.食用に供ぜられ

るさの事である。 英他之|こ劉す る怪話

6昏で

も交へ商白〈お話下さ いま:し1:。

新くして茶話含に入り各先生の弘、詩

型生言者兄の話わり非常に愉快に.舎か閤

ぢま U:。
出席者

宮湾、北尾‘日ffiF.松原. 中島、遠

藤の諸先立.早u恥篠崎、岩本、秋吉

牧之内、田島、長井、上村、二宮.古

)11.服部、元島.邑並、緒方、:耳ZL-佐

藤、加藤、東脇.土瀬戸.今村‘小木

原.坂口 、演尾.黒木、B.;事、役本、

岡原.籾木.努地‘ 松|旬、小山、~島

熊谷."tJ...原、藤本.大村、演庭、四三f

主主111.入江、前回.以上四十一名

f占考茶話舎前に11約60名の出席者

わり lt 茶話舎に移 り L頃害者用の~滅

亡茶話曾出席者41名な り。

霧島登山詑

-11月23日午前J5時50分宮崎後の列車

で出資。 非常に冬虫、つれ匁か20名程あ

った申込者11.非常に滅亡て宮津先生、

日野先生.松原先生.中島先生の 4人

に含計の依田.松木関氏主墜主主11松本

君、坂口君、秋吉の三人で合計;9人し

かなかっ?:。

8時30分高原者、徒歩で皆口川こ談

笑しつ i山lこ向ふ天気快晴宍第に!凌ぐ

なろG 先づ狭野市中祉に至り天然記念物

の杉並木ら見る d 二の下で日野・先生は

てんなんぜうの反ー赤に貸の熱しれのた

採集さる。 ;t:<.(1此良から次第に山道さ

なりやがて林中に入品 。路傍?にミヤマ

ミノキ ミ、スイカ メラ、毛ミヂバノ、?l"マ

キクノす、ム ラサヨ千三/キプ. ミユヤマ ノ

ヨr~ノプミ寸マ片ユノJ 寺、守司二 7" 'V

サ¥1..-等t.e採集?る。
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2時間分頃頂上着、之れて高千穂11

征服 U:わげであろ。中島先主1:.11天逆

鉾の所に津山居る筈の昆虫が今日 11一

匹も 居らないので附近のスク少チあ盛

んにされる J

此鹿で途中一緒に来1:i:t撃校の桜山氏

11元来1:jjに引き蹄へJ我セ一行:!反

釣の方向己下ろ ι 途中噴火口に皆石浴

車事がしてi!1fんにりなどして 1時硫黄谷

温泉、話島館に着 C，i場I!笠宮で気持

ちの}i!;ぃ加である~ 101時頃就床.先週三

方I!少し寒くて夏く疲られなかつれき

うである。 q白(翌日耕常附)1闘50

銭也

11刃24日

午前7時出霊堂.韓悶激に向ふ大浪池池t 

に向ふf間尚|はt一面の森林でそれにl口I色骨

主笹幸林号寧F堅-で極名が附附ttけ7てあろ。毛ミの木

なε

方になるさ大;吾-な松林で占キFグゴアザミ

担守グヨY>バマへ. セ担カスギゴク2第事の罰蘇子苔

類『予コ食周菌類等わる。 9U時寺正牟ド大津池着

何かロ一マνスのわろi池也t:'そう 1:'が白

分にl口!:怨図町{像象l1れ:程の美しき3詩寺的1惰育緒も
もf縛母られなカか、つ1:。

韓園殺にも案外械物I!少ない、宮津

先生.が今朝から績げてゐられるキリミノ

マy 、ヂ〈又はミヤマキリジマ)4-採集

されれのさ 、日野先生が珍ら Lい菌ら

後見され1:t:'げ1:。山上I!非常に冬〈

-wに籍組:に凍り所々 に11雲あり。や

がて白雲来リ見晴利。か?、大浪社11の主

の1:~りならんな ε・言ふ L の L ある 。

蝦野に下り，て.天然記念物の野生海

裳見事.此民主から飯野迄I!全然先日らぬ

ミ誌である。土ぬ の人引 こ聞くさ 3旦g

<! DIμ、が 、後で確かに5毘以上はあ る

さ思つ1:。全音!(山道で空腹に困つれが

地物I!色々あって豊富であろ。(陸軍

牧場の所から右の方に~し上って西小

林の方に出るさ近いだろうさ思ふ。〉

6 a寺飯野着.711キ10分飯聖子絞め伐!IIで

9時40分宮崎着、管元気なり。

11月31日

合員1)改正下相談

fE誌俊行の~iifrfll) に不備の里lí 、 や:1，

~の黒占告さ出来1: 、その改革の必要在住

と午後 1時より植物資輸室に集舎しれ

そして下詑の者逮で草案ら作ろ，

草案者宮津先生、北尾先生.日野先

生、凶本君.大浦君、秋吉;g-

入江沼・

12月15日 日I複合計・言1・3宇 C午前九 .

時ヨリ午後一11約

前幹事四本.久原、松本.現幹事

大浦、秋吉.前回、入江の 7人集合図

書~1主総室にて合計百十tt ゃなし今後の舎

誌俊行の経替方針た定める。

第二十一回例合

時日 目前日 4年12月21日

場所合併敬愛

プロゲラム

1 関舎の僻

2 曾計報告

3 ?l¥iの言舌

壬 馬の進化

5 茶話曾

6 閉舎の僻

(舎の模様〉

!lij匠1君f

Vc吉君

宮得数授

宮脇教授

大ifR君

本日 I !臨時総曾釆朽~)舎や開催す 、 先

づ前閃幹事のsf.!舎の齢に始まり次いで

秋吉幹事の令官十報告に移り詳細の食言十

彰被告し終りて合則改正の14・iこ就告協

議.満場一致可決次lこま範演に移 り務先

C 

~ 



川~

生の話あり 、後茶話舎に入リ叉面白〈

愉快に盛舎一程に終ふ此の茶話舎の席

上で絃原允庄の長崎にて開催されれる

九~，i'I~係下の疏楽ぷ言手舎の模倣及ぴ感想

主F話され1:。

WiI~演概況

宮1率先生先づ主さ して「ノヂギ ~J

「ジマカジギグJIこ就いて色々な考へ、

形態上Q.聖堂・化.色上の量密化、止b等"*iが

現在の菜jの祖先なる事等lこ就いて;I!i淡

めリ。

此れ等菊1"1:海岸辺¥1こ存 しあま り深

くなるさなき様なり。形態基盤化に就い

ては第一大告さが異なり.花排に大小

の差泉ーがあり、叉普通11::$1:暑が問き も

切れ込み、議 1"1:卒かなもの、カP7.~た

たなし1:もの.筒状るなぜる Lの等騒

々あり。枝の別れ方にL差異ありて低

きLの高きものめりて一般に低きもの

1"1:闘し 高吾Lの1"1:不規則なり、花の

聞く時期にも種々ありて早い Lの1"1:十

一月の忍jめ浬い Lの1"1:十二月 の中旬lこ

l決〈ものめり。次に色¢幾化に就いて

言へIt'幹遁白い花7よろし 賞味た有し

れLの或1"1:紫色た有する Lのめり。棄

にも大小様々あろ。き見不正わる菊の多く

11止もの二者の菊よりをE迭して:JlH:もの h

さ考へてよかろうさ言ふ結・論であっ1:

宮脇先住民馬の進化に就告此の進化

らイ可に依って検べろかに;抗告先生米陸i

に留撃の際特に研究されし事ら述べら

れ足の骨さか歯のI1犬fs1J;>調べて判断す

さ話き!'L1:リそして現住の馬になるま

でに 1"1:幾つカIの階段た絞てl1主化ゼリミ

創lち第ーに 払 hippus.よリ Mesohipp

us次に i¥IesRychippus突に rancsさ

言ふ設にな り現在の伐lこ今より一前年
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前豆絢豆.蒙古人に依り飼養きれ1:町]

」。
出席者

宮様先生‘宮11品先生、中村先生‘松原

先生、2室旅先生。

南村、加藤、来月島.稲品、田島.三村

籾木、原因、寺J也、弁山、炊紅、 牧之

がl.吉岡、日;室、菊地、日高、岩本、

沖.安調:、竹井.有吉.服部、古森、

田原.新名、色並、日 高、堀田.松木

丸tJ.I、古川、金丸、問ヨ~.四本、瀬上

久原、大rrli.:i1i:.控潟t，大村、入江、

秒吉、外山、 日長崎、坂口.平時、市jJl'l

黒木、村上、計五十四名

二十二回例含

日時 1930 1 18 午後 1時

場所合併敬室

プロゲヲム

1 開舎の齢

2 磯の結婚飛揚1

前田君

大浦君

続物界に於げろ有機
化合物さその勧告 中村先生

4 稲の分譲性に就いて

5 血波の不思議

6 主主の階級!こ就いて

松本君

四本君

中島先生

7 椛物病答さ混皮さの遠藤先生
千係

8 茶話合

9 閉舎の鉢

諮演機況

入江沼・

大illl君 1"1:峨の結婚飛揚，;;:言ふ商白い

題目の下iこE余興さして聞いてJ:tcJl1: ~ 、

古前置告して先づ磁の社合生活(人類〉

によ く 似さる事司e~jI(. 告次に天気の]tぃ

時にZEに飛ぴ上りて空中にて交尾して

交尾して受精しれ女王1"1:地上に下り て

務主?-mL石下.或11.土の下に隠れ卵の

成熟た測るさ英の言将聞か論ず。
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中村先生11第一に挽物界の有機物の

出来方に就いて述べられ次に各有機物

@Pち

1糖類[鍛粉.'21繊維素.3ゴム丘、生

活E糠体、5タy ニジ賀.6純物色索、

7植物商事類 8脂肪.9樹脂 10 ア

1ν カロ イド¥Jl 核滋、 [3 蕊白賞、

以上各川こ就吾詳細に其の出来方、作

用等主eJi命設され1:り。

四本1守 血液の生成、組成血液に樹

す る市白い逸話(野経入、 Veniccの商

人等'WlJに取り〉血液に依り化率l的知識

や僻1:mJち、免疫血清、犯探、税子の

千係等lこ就き論ず。

中お先生 富美の階級に就告て1U1.に

凱lふろに人間組合・に於げる階級さ比較

し論ぜられ.最後に現;{I:織んに研究さ

れつ lあろ1fii'iの心理惑に就善試IVJわり

告。織の階級に 11.1 !:t殖階級♀ョ ~

2労働露級、3護衛!(苦級なり暑さ其の

委 し告事 L漣べられ しも二こ!こ 11省略

す。

遠藤先生先づ稲熱病次に紋枯病之

ì1. 1 こ就いて:jJ~の最巡視)ß' 28'.-32。しな

る司すた?克明ぜ られ、実;のlir!投与すろに

mゆる恒温桜穏rriの用 O\ Ji~~金力 i告ら論

ぜられ.最後lこ此の混l主主の照係7J?研

究するには土桜反服、土壌の微生物等

三L関係あろ故之れ等tJ?Wうも しなl}l1.

11.'ならぬ古池沼;めリ。叉白絹病に就い

て b~11tiゼ.らる。

閉会午後四時。なりさ。

出席宥

中島先生.中村先位、遠藤先住。

堀岡‘加藤、松本、匹i本.日高‘大浦

蕗崎‘大村、乙丸.早崎、 日高、服部

村上.間安、坂口、入江.;秋吉.1[1:丸

字削T. 以上22名

宮崎リンネ曾々則

第5.~1探 本合ρ 之チ宮Ih奇万ジヰ合 ト稿写ス

第二{底 本舎J、生物号2・並ニ際用~物事ニ関スル知識ノ向上ヲ悶，ν ヲ以テ目的ト ス

第三傍 本合ρ前燦ノ目的ニ賛V テ入含 ~?<Iレ宮崎高等農林事校在校生.卒業主主

2主ピ職員ヲ・ 以テ之チ組織ス.1flY本校以外ノ人ニ 毛ノテ入令ヲ希婆セルモ

ノノ、幹事ノ推薦ニ依リテ令員タ Fレ事刊号

，第四傑本舎ρ 左ノ事業チ行 7・

一.例含(毎月一回第三一ー/-:R'預日〉 二、総合(毎年四月〉及ピ臨時総合ノ 開

催三， J主撃叉丹羽t~長旅行問、 舎誌(年二回〉ノ刊行 ' 五.英他本合ノ

目的ニ遁食セ yν事業

五第f阪 本合ノ事務ヲ底理ス tレ銭メ幹事五A~マヲ程グ

第六僚-幹事ノ任期ρ ー少年 トV総合=於テ互選ス 11ノモノトス 但v再選 別ν古

1・チq*を
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第七{燦 本曾ノ経史子支i.J~ス ，l '~ メ含在ト V テ金量図五拾銭チ隊出ス Jレ 毛ノトス

f旦号ノ二回二分納ス tレ司I刊誌

第八{祭 本含規則ノ改廃ρ 総合ニ於テ出席者過牟数ノ同意サ待テ之 チ決定ス Jレモ

ノトス

I{H 則

第九{際 本県1]-、昭和五年四月一日ヨす之チ施行ス

く昭和四年十二月二十一日改正〉

編輯室から

本放 11.是非四月中にさ忠ふ覚イモ感から.懸命の努力私混ぜない~t1妥で之が編輯

に若手11.致しまし?:Lのの.主象j切ぜき・ろ支障百出の有様で.傘lこ今日に及ぴま L

1:。何さ御iM':のI判;EL ありまぜぬ。只管1知覚惣~静IJ顔。1 致します。

今回の編輯に際し‘倉員諮っiての御多1'é ql にも JW1.らず多数1~IJ投稿下さい主しれ

事I!本合さして叉幹事:::Lて感謝lこ堪へ孟ぜん。厚〈御強申上げるさ共に次競に

1 1.-)習の御号寄稿~mrmu致します。

最後に含員言語士の御拶JカらHlて兎 L角L本畿の官官刈に到り まU:事7e深AAtし.

年さ共に リジヰ舎の金守 Is~g ならむミ存在新って止みまぜん。

1930， 5， 5編輔ら終へて町一前 回 議 徳 町 一

=投稿規定 =

1， 託事11.生物製に関する率術的叉11.態)fl率的英他--{:j没生物事言r.~f1: Oこさ。

文撃的記事11.本誌の性質上採用ぜず.但し採集記11.差支なし a

2， 生物に関係わる潟ff.i"スク Yチ。

3， 文中のす市岡 11.明l瞭. 必ら -r'~溺\1: る 二 z 。

4， 投稿用紙11.必らず23X23の用紙に横書告 の二ご。 リヅ4、合用の原稿紙本舎内

|こ わり。

5， 仮名11.びらがなさ Lて外国語11.とと主主綴 小若く 11.原字浴用ふる こさ。

6， *民上に11.必す'氏名明記のこさ。

7， 頁!IJkの都合上ざた務!こま わす こさがある。総て編輯者に一任のこさ。

8， 原縞 11.下詑の所にiさって戴~1: • 、。
宮崎高等農林事佼内 宮崎 リジ4、含報編鴇音s宛
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